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介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
ｃ
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内
閣
総
理
大
臣
　
菅
　
　
直
人

法
律
第
七
十
二
号

（介
勧
躊
け
湘
∝
電
絢
薙
醐
猟
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

第

一
喉

て
吟

・
護
線
鍛
琺

い
‥平
‐成
執
４
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

明隊呻
、二第靴卦
訊埃
Ю針
圧け
蛯
‐「第此
叶
一一
σ
‐十‐七．一‐にギ第‘醜一
コ知
∝町れ
三」
を
「第
百十
五条

り咽計
Ⅷ一
立」
増
踊号
五条
の四十
四―第
Ｉ十
五…条‐夕四．デ
憫
」
覆
．「‐籍
酪協
郵知
針旺廿
酬‐．鶏
醒刊
Ｈ籍

の
四
十
八
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第

一
項
中

「要
支
援
状
態
」
の
下
に
尺
以
下

「要
介
護
状
態
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
一
を

「要
介
護
状
態
等
一
に
改
め
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
尺
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
被
保
険
者
が
、
可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
険
給
付
に
係
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
施
策
、
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
の
た
め

の
施
策
並
び
に
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
の
施
策
を
、
医
療
及
び
居
住
に
関
す
る
施
策

と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
包
括
的
に
推
進
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（認
知
症
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
等
）

第
嘔
』
り
駐

ヨ
姻
鍛
河
地
妨
聡
峡
闘
琳
漱
ゴ
＝

…保
椴
者
に
斑
ｔ
て
認
知
症

（脳
血
管
疾
患
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
そ

”蠅
”腰
咽肛
躍
け
КⅧ
′の端護
納
嗜峻
化
Ｔ
‐よ‐，
鴨常
４
浄
‐こ‥刻向れ釧
眈“詢鵬
にぉ
っ記憶ノ伽
卜
川鉤
″

切弛
詢認蜘
唯
蹴
ゴ地下
乳
餞鍬
珠
姥
いう
プ似
‥下桐
サＪヽ
［悧
在剛加
饗個麟
断駒
サ‐‐腱由
石闘醐衝御
九ロ

Ｗ象費織
凛け喝議詢
ゴ『詢粧拗
抒妨い
…診＝
‐及油
‥治憔珈“
じ調網臓「引
利勧
ケ属象
の詢慣嘲闘
け川

新
こ護訪錢
に相対
発綱歴湖観わ離縫地で
，‐こ‐「
，成‐発
鋭一
願口舞場
利ど日鵠け「認メ‐購脚
辞興
繍罰
鍼競

ぜ

係
負

材
鍵

保
懸

資
質
３

上
を
，図

争

が
急

理

欧

聾

針

）つ
雛

融

餞

箭

雇

第
八
条
第
二
項
中

「及
び
第
十
九
項
」
を

「、
第
二
十
項
及
び
第
十
二
条
第

一
項
第
二
号
」
に
改
め
、「定
め
る
も

の

（
一
の
下
に

「定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

（第
十
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）
又
は
一

疑型
鴫
毎
早
訴
期「牌
。九肝
維
製
肘霧
証弓
編
撃
札
師
動
物纂
鰐
経

施
設
入
所
者
生
活
介
護
」
を

「、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
に

改
め
、
同
条
第
二
十
五
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
二
十
二
項
か
ら
第
二
十
四
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り

下
げ
、
同
条
第
二
十
一
項
中

「第
百
十
五
条
の
四
十
四
第
一
項
第
五
号
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
五

口ご

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
訪
欄
介
護
、訪
間
入
浴
介
護
、

訪
間
看
護
、
訪
間
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
、

短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
間
介

護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
又
は
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
三
種
類
以
上
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
提

供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
テ
ち
、
訪
間
看
護
及
び
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
組
合
せ
そ
の
他
の
居
宅
要
介
護
者

に
つ
い
て
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
特
に
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
組
合
せ
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

第
八
条
中
第
十
九
項
を
第
二
十
項
と
し
、
第
十
八
項
を
第
十
九
項
と
し
、
第
十
七
項
を
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第

十
六
項
中

「脳
血
管
疾
患
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
そ
の
他
の
要
因
に
基
づ
く
脳
の
器
質
的
な
変
化
に
よ
り
日
常
生
活

に
支
障
が
生
じ
る
程
度
に
ま
で
記
憶
機
能
及
び
そ
の
他
の
認
知
機
能
が
低
下
し
た
状
態
（以
下
「認
知
症
一と
い
う
ご
」

を

「認
知
症
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中

「又
は
」
の
下
に

「随
時
」
を
、「定
め

る
も
の
」
の
下
に
尺
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
」
を
加
え
、
同
項
を
同

条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

・５
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の
を
い
う
。

一　
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
定
期
的
な
巡
回
訪
間
に
よ
り
、
又
は
随
時
通
報
を
受
け
、
そ
の
者
の
居
宅
に
お

い
て
、
介
護
福
祉
士
そ
の
他
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護

そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
と
と
も
に
、
看
護
師
そ
の

他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
療
養
上
の
世
話
又
は
必
要
な
診
療
の
補
助
を
行
う
こ
と
。
た

だ
し
、
療
養
上
の
世
話
又
は
必
要
な
診
療
の
補
助
に
あ
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
が
そ
の
治
療
の
必
要
の
程
度
に

つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
た
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
の
も
の
に
限
る
。

一
一　
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
定
期
的
な
巡
回
訪
間
に
よ
り
、
又
は
随
時
通
報
を
受
け
、
訪
間
看
護
を
行
う
事

業
所
と
連
携
し
つ
つ
、
そ
の
者
の
居
宅
に
お
い
て
介
護
福
祉
士
そ
の
他
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
者
に
よ
り
行

わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の
を
行
う
こ
と
。

第
八
条
の
二
第
十
八
項
中

「第
百
十
五
条
の
四
十
五
第

一
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十
六
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第

一
項
第
二
号
中

「特
定
施
設
」
の
下
に
尺
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
つ
て
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
″

保
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
条
第

一
項
の
登
録
を
受
け
た
高
齢
者
向
け
の
賃
貸
住
宅

で
あ
る
も
の

（特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
に
係
る
第
四
十

一
条
第

一
項
本
文
の
指
定
を
受

け
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
十
ス
条
第
二
号
中

「要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態
」

第
二
十
条
沖

「要
介
護
状
態
又
は
要
支
援
状
態

（以
下

に
改
め
る
。

を

「要
介
護
状
態
等
」
に
改
め
る
。

「要
介
護
状
態
等
」
と
い
う
。）」
を

「要
介
護
状
態
等
」

第
二
十
二
条
第
二
項
中

「短
期
入
所
療
養
介
護
又
は
」
を

「短
期
入
所
療
養
介
護
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

間
介
護
看
護
又
は
」
に
改
め
、
「居
宅
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
の
下
に

「、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
一
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
）

第
二
十
四
条
の
三
　
都
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
一
部
を
、
法
人
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件

ｔ
該
当
し
、
当
該
事
務
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
指
定

す
る
も
の

（以
下

「指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
」
と
い
う
。）
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　
第
二
十
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務

（こ
れ
ら
の
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
質
問
の
対
象

と
な
る
者
の
選
定
に
係
る
も
の
並
び
に
当
該
命
令
を
除
く
。）

一
一　
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務

２
　
指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
し

に
、
当
該
委
託
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
の
役
員
又
は
職
員
で
、
当
該
委
託
事
務
に
従
事
す
る
も
の
は
、
刑
法
そ
の
他
の

罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
す
（）

４
　
都
道
府
県
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
務
を
委
託
し
た
と
き
は
、厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５
　
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
て
行
う
同
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
質
問
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
十
七
条
第

一
項
及
び
第
三
十
二
条
第

一
項
中

「第
百
十
五
条
の
四
十
五
第

一
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十

六
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第

一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第

一
号
と
し
て
次
の
一

号
を
加
え
る
。

一　
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
　
，こ
れ
ら
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
ご
と
に
、
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
係
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
要
介
護
状
態

区
分
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
す
る
地
域
等
を
勘
案
し
て
算
定
さ
れ

る
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
平
均
的
な
費
用

（複
合
型
サ
ー
ビ
ス

（厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、

宿
泊
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。）
の

額
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額

（そ
の
額
が
現
に
当
該
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

費
用
の
額
と
す
る
。）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額

第
四
十
二
条
の
二
第
四
項
中

「か
か
わ
ら
ず
」
の
下
に

「、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
そ
の
他
の
事
情
を
勘

案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
限
度
と
し
て
」
を
加
え
、「そ
の
額
を
超
え
な
い
」
を

「当
該
市
町
村
が
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
の
三
第
二
項
中

「及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
」
を

「、
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
に
改
め
る
（）

第
五
十
条
第
二
号
中

「第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
」
を

「第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
各
号
」

に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
中

「か
か
わ
ら
ず
一
の
下
に

「、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
そ
の
他
の

事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
限
度
と
し
て
一
を
加
え
、「そ
の
額
を
超
え

な
い
」
を

「当
該
市
町
村
が
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
第
二
項
第
三
号
中

「第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
一
を
も「第
四
十
二
条
の
二
第
二

項
各
号
一
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
二
項
中

「第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
の
二
ま
で
、
第
九
号
又
は
第
十
号
一
を

「次
の
各
号
一
に
、
「第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
七
号
か
ら
第
十

一
号
ま
で
一
を

「第
六
号
の
二
、
第
六
号
の

三
、
第
十
号
の
二
及
び
第
十
二
号
を
除
く
。」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
中

「法
人
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る

者
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「禁
錮
」
を

「禁
釦
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
の
三
中

「社
会
保
険
各
法
」
の
下
に

「又
は
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律

（昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
と
を
加
え
、「第
九
十
四

条
第
二
項
第
五
号
の
二
、
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
第
五
号
の
二
」
を

「第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
五
号
の
三
、

第
九
十
四
条
第
二
項
第
五
号
の
三
、
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
第
五
号
の
三
、
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
五
号

の
三
」
に
、「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に
、
「第
九
十
四
条
第
三
項
第
五
号
の
二
及
び
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
第
五
号

の
二
」
を

「第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
五
号
の
三
、
第
九
十
四
条
第
二
項
第
五
号
の
三
、
第
百
十
五
条
の
二
第
二

項
第
五
号
の
三
及
び
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
五
号
の
三
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
の
三
と
し
、
同
項

第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二
　
申
請
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
条
第
二
項
第
六
号
中

「病
院
等
」
を

「事
業
所
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
の
三
中

「経
過
し
な
い
者

（」

の
下
に

「当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、」を
加
え
、「当
該
申
請
者
」
を

「当
該

法
人
」
に
改
め
、「経
過
し
な
い
も
の
」
の
下
に

「を
含
み
、
当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
な
い
事
業
所

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
事
業
所
の
管
理
者
で
あ
っ
た
者
で
当
該

取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
」
を
加
え
、
同
項
第
八
号
中

「病
院
等
」
を

「事
業
所
一
に

改
め
、
同
項
第
十
号
中

「申
請
者
」
の
下
に
尺
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
を
除
く
。）
一
を

加
え
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
二
　
申
請
者

（特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
に
限
る
。）が
、
法
人
で
、
そ
の
役
員
等

の
う
ち
に
第
四
号
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
、
第
六
号
の
二
又
は
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
条
第
二
項
第
十

一
号
中

「申
請
者
」
の
下
に
尺
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
を
除

く
。）」
を
加
え
、「病
院
等
」
を

「事
業
所
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二
　
申
請
者

（特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
に
限
る
。）が
、
法
人
で
な
い
事
業
所
で
、

そ
の
管
理
者
が
第
四
号
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
、
第
六
号
の
二
又
は
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
」
を

二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
」

第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
都
道
府
県
が
前
項
第

一
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る

も
の
と
す
る
。

第
七
十
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

７
　
市
町
村
長
は
、
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
等

（認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
入
所
者
生
活
介
護
以
外
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で
あ
つ
て
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

の
事
業
を
行
う
者
の
当
該
指
定
に
係
る
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
間
介
護
看
護
等
事
業
所
」
と
い
う
。）が
当
該
市
町
村
の
区
域
に
あ
る
場
合
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
訪

問
介
護
、
通
所
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス

（当
該
市
町
村
の
区
域
に
所
在
す
る
事

業
所
が
行
う
も
の
に
限
る
。）
に
係
る
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
が
定
め
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画

（第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村

介
護
保
険
事
業
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
お
い
て
定
め
る
当
該
市
町
村
又
は
当
該
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
等
事
業
所
の
所
在
地
を
含
む
区
域

（第
百
十
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

り
当
該
市
町
村
が
定
め
る
区
域
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「日
常
生
活
圏
域
一
と
い
う
。）に
お
け
る
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
等
の
見
込
量
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
協
議
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
当
該
市
町
村
又
は
当
該
日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス

（こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
を
行
う
も

の
と
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
種
類
ご
と
の
量
が
、
当
該
市
町
村
が

定
め
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
市
町
村
又
は
当
該
日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
当
該

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
量
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
第

一
項
の
申
請
に
係
る
事
業
者
の
指
定

に
よ
っ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
き
。

一
一　
そ
の
他
当
該
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
達
成
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

８
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
協
議
を
求
め
た
市
町
村
長
の
管
轄
す

る
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所
が
行
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
第

一
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
第
四
十

一
条
第

一
項
本
文
の
指
定
を
し
な
い
こ
と
と
し
、
又
は
同
項
本
文
の

指
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
等
の
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
と
認
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「第
百
十
八
条
第

を

「第
百
十
八
条
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（
第

指．七
計
喉
¨
菫
つ
次
に
次
の
一
条
を

珈
え
る
。

第
祗
計
曝
わ
」

旨
謗
瑠
研
卜
曝
携
け
願
鉢
紋
Ю
靖
碇
嗜
授
け
て
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
は

蝸瀬議賊わ雄疑狂錦発増職
‥施確状
‥居堵生一‐介‘融り一測自則な増″；加
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動ｒ導姓議哺錯玲
で渡動橘逆ｔろに計年、当…諾特‘き加細川群都劉潤介ｃ証ぼ魚彼限肇れ文∞橿勧
∝

変
更
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
第
七
十
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
指
定
の
変
更
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中

「指
定
を
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
、「指
定
の
変
更
を

拒
む
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
六
条
の
二
第

一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
二
号
と
し
、
第

一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項

に
第

一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一　
第
七
十
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
付
さ
れ
た
条
件
に
従
わ
な
い
場
合
　
当
該

条
件
に
従
う
こ
と
。

第
七
十
七
条
第

一
項
第

一
号
中

「、
第
五
号
、
第
十
号

（第
五
号
の
二
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き

を
除
く
。）
又
は
第
十

一
号

（第
五
号
の
二
」
を

「か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
、
第
十
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者

の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）
、
第
十
号
の
二

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
を
除

く
。）、
第
十

一
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）
又
は
第
十
二
号

（第
五
号
の
三
」
に
改
め
、

同
項
第
十
二
号
中

「病
院
等
一
を

「事
業
所
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
十

一

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第

一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
、
第
七
十
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
付
さ
れ

た
条
件
に
違
反
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

第
七
十
八
条
の
二
第

一
項
中

「
で
あ
つ
て
一
を

「の
う
ち
」
に
改
め
、
「二
十
九
人
以
下
一
の
下
に

「
で
あ
つ
て
市

町
村
の
条
例
で
定
め
る
数
」
を
、
「事
業
所

（」
の
下
に

「第
七
十
八
条
の
十
三
第

一
項
及
び
第
七
十
八
条
の
十
四
第

一
項
を
除
き
、」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
」
を

「第
百
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中

「次
の
各
号
」
の
下
に
尺
病
院
又
は
診
療
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

（厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
係
る
指
定
の
申
請
に
あ
つ
て
は
、
第
六
号
の
二
、
第
六
号
の

三
、
第
十
号
及
び
第
十
二
号
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第

一
号
中

「法
人
」
を

「市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
者
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「市
町
村
長
」
の
下
に
尺
以
下
て
の
条
に
お
い
て

「所
在
地
市
町
村
長
」
と
い
う
。）」
を

加
え
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二
　
申
請
者
が
、
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
五
号
の
三
中

「健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
、
私
立

学
校
教
職
員
共
済
法
又
は
厚
生
年
金
保
険
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
付
義
務
を
負
う
保
険
料
、
負
担
金
又
は
掛

金

（以
下
こ
の
号
、
第
七
十
九
条
第
二
項
第
四
号
の
二
、
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
五
号
の
二
及
び
第
百
十
五

条
の
二
十
二
第
二
項
第
四
号
の
二
に
お
い
て

「保
険
料
等
」
と
い
う
じ^
」
を

「保
険
料
等
」
に
、「
こ
れ
ら
の
」
を
「納

付
義
務
を
定
め
た
」
に
、
「す
べ
て

（当
該
処
分
を
受
け
た
者
が
、
当
該
処
分
に
係
る
保
険
料
等
の
納
付
義
務
を
負
う

こ
と
を
定
め
る
法
律
に
よ
っ
て
納
付
義
務
を
負
う
保
険
料
等
に
限
る
。
第
七
十
九
条
第
二
項
第
四
号
の
二
、
第
百
十

五
条
の
十
二
第
二
項
第
五
号
の
二
及
び
第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
二
項
第
四
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）
」
を
「全
て
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
の
三
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二
　
申
請
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
六
号
及
び
第
六
号
の
三
中

「経
過
し
な
い
者
」
の
下
に
尺
当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ

た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知

が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
等
で
あ
つ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

し
な
い
も
の
を
含
み
、
当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
な
い
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通

知
が
あ
つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
事
業
所
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ち
起
算
し
て
五
年
を

経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

よ

、

七
の
二
　
前
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
第
七
十
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
の
届
出
又
は
第
七

十
八
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
講
者
が
、
同
号
の
通
知
の
日
一聖
ハ
十

日
以
内
に
当
該
届
出
に
係
る
法
人

（当
該
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）
の
役
員

等
若
し
く
は
当
該
届
出
に
係
る
法
人
で
な
い
事
業
所

（当
該
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の

を
除
く
。）
の
管
理
者
で
あ
っ
た
者
又
は
当
該
指
定
の
辞
退
に
係
る
法
人

（当
該
指
定
の
辞
退
に
つ
い
て
相
当
の

理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）
の
役
員
等
若
し
く
は
当
該
指
定
の
辞
退
に
係
る
法
人
で
な
い
事
業
所

（当
該
指
定

の
辞
退
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
を
除
く
。）
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
、
当
該
届
出
又
は
指
定
の
辞

退
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九
　
申
請
者

（認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
を
除
く
。）が
、
法
人
で
、
そ
の
役
員
等
の
う
ち
に

第
四
号
の
二
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
前
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
　
申
請
者

（認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
に
限
る
。）が
、
法
人
で
、
そ
の
役
員
等
の
う
ち
に

第
四
号
の
二
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
、
第
六
号
の
二
又
は
第
七
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

十

一　
申
請
者

（認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
を
除
く
。）が
、
法
人
で
な
い
事
業
所
で
、
そ
の

管
理
者
が
第
四
号
の
二
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
七
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

と
き
。

十
二
　
申
請
者

（認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
に
限
る
。）が
、
法
人
で
な
い
事
業
所
で
、
そ
の

管
理
者
が
第
四
号
の
二
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
、
第
六
号
の
二
又
は
第
七
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
八
条
の
三
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「次
の
各
号
」
の
下
に

尺
病
院
又
は
診
療
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
指
定
の
申
講
に
あ
つ
て
は
、
第

一
号
の
二
、
第

一
号
の
三
、
第
二
号
の
二
、
第
三
号
の
四
及
び
第
四
号
を
除
く
。）」
を
加
え
、同
項
第

一
号
及
び
第

一
号
の
三
中
「経

過
し
な
い
者
」
の
下
に
尺
当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分

に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
等
で
あ
つ
た

者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
み
、
当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人

で
な
い
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
が
あ
つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
事
業
所
の
管
理
者
で

あ
っ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
の
二

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
一一一　
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
第
七
十
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
―ＩＦ
業
の
廃
止
の
届
出
又
は
第

七
十
八
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
辞
退
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
、
同
号
の
通
知
の
日
前
六

十
日
以
内
に
当
該
届
出
に
係
る
法
人

（当
該
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）
の
役

員
等
若
し
く
は
当
該
届
出
に
係
る
法
人
で
な
い
事
業
所

（当
該
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
も

の
を
除
く
。）
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
又
は
当
該
指
定
の
辞
退
に
係
る
法
人

（当
該
指
定
の
辞
退
に
つ
い
て
相
当

の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）
の
役
員
等
若
し
く
は
当
該
指
定
の
辞
退
に
係
る
法
人
で
な
い
事
業
所

（当
該
指

定
の
辞
退
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
を
除
く
ご
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
、
当
該
届
出
又
は
指
定
の

辞
退
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
八
条
の
二
第
五
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〓
一　
中
請
者

（認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
穫
に
係
る
指
定
の
申
請
者
を
除
く
。）が
、
法
人
で
、
そ
の
役
員
等
の
う
ち
に

第

一
号
又
は
前
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。
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琳
，・七
計
八
燥
０
二
第
五
項
第
三
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三
物
に

護
神
疇
諸

止
（臨
鞠
晰
喘
鉱
型
賊
開
姓
瑞
，

，護
ド
地

‐域
‘密
‘着

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
地
境
密
着

甥
誰
一老鐵
貴鰹
埼
種
訴
■
ム一喘卸釧暢議寵‐こ１階街キ詢可漏月鶴Ｖ翻崎御剌『筵

発
篭
第

一
号
の
二
又
は
第

二
号
か
ら
第

二
号
の
一
〓

一
が

い
翼
石

力ヽ ―

‐こ―
証
馴
デ

“
剖
∝

あ
機
働

％
蒔
様
和
″

き

。

三
物
に

護
紳
疇
詰

止
（臨
鞠
難
晴
鉱
型
摯
開
姓
瑶
吟

‐護
ド
地

，域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
地
域
密
着

型勤鳴靴漱輔地勁繊臥覇堵唯嗜
，介曜一
・係‐ム鮨創
釧報議毅劉階鋼義詢可漏剤街打疇釣熱刺硼遊建

Ю嗜
理堵籍観
一鰐
取磁瞬
一」鳴
”ｔ第
二号′のミ記
で‘ｍ̈
叫角織制に該、当す鶴剖
徴れれ暴群一

三駒物蔓神疇諸止（嘲鞠破喘鉱型峡嗣姓堵，
‐護‐は…地‐一密‘漱野制御加蕎遷臓散聟融鋪議取醍地域密着

型勤蟻疑漱臨
・祉勁理Ц晰暗珪瑞粉啜
，‐こ一
・る‐鮨定…引拙議叡‐こ４階蜀研朽Ｖ漏畑鶴″嘲郭凱刺動η鍵

拗罐Ⅷ暗が導
一鶏め・に収漱麟
に号かｔ第
二争
Ｑ三‐ま‐一
∝口剣福旗置該当”繍哉
れ藁鍔卸数。

第
七
十
八
条
の
三
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

の
姉

期

鶴

「

前

項

第

一
号

の
条

例

を

定

め

る

に
当

た

，

て ‐
に

「

駐

卸

労
『

伽

争

包

一
れ

め

る
基

準

に
従

い
定

め

る

も

第
七
十
八
条
の
二
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

９
　
第

一
項
の
申
請
を
受
け
た
市
町
村
長

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「被
申
請
市
町
村
長
」
と
い
う
。）
と
所
在
地
市

町
村
長
と
の
協
議
に
よ
り
、
第
四
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
要
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
所
在
地
市
町
村
長

の
同
意
が
あ
る
と
き
は
、
同
号
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

１０
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
第

一
項
の
申
請
に
係
る
事
業

所

（所
在
地
市
町
村
長
の
管
轄
す
る
区
域
に
あ
る
も
の
に
限
る
。）
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
に
、
当
該
申
請
者
に
つ
い
て
、
被
申
請
市
町
村
長
に
よ
る
第
四
十
二
条
の
二
第

一

項
本
文
の
指
定
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

一　
所
在
地
市
町
村
長
が
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
と
き
　
当
該
指
定
が
さ
れ
た
時

一
一　
所
在
地
市
町
村
長
に
よ
る
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
が
さ
れ
て
い
る
と
き
　
被
申
請
市
町
村
長

が
当
該
事
業
所
に
係
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
か
ら
第

一
項
の
申
請
を
受
け
た
時

ｎ
　
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
所
在
地
市
町
村
長
に
よ
る
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
の
取
消
し

若
し
く
は
効
力
の
停
止
又
は
第
七
十
八
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
条
の
二
第

一
項
若
し
く
は
第
七
十

八
条
の
十
五
第

一
項
若
し
く
は
第
三
項

（同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
第
四

十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
の
失
効
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
被
申
請
市
町
村

長
に
よ
る
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
七
十
八
条
の
九
第

一
項
第

一
号
中

「第
七
十
八
条
の
二
第
七
項
」
を

「第
七
十
八
条
の
二
第
八
項
一に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
十
第

一
号
中

「第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
五
号
又
は
第
九
号

（
ハ
に
該
当
す
る
者
が
一
を

「第

七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
四
号
の
二
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
、
第
九
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の

で
あ
る
と
き
を
除
く
。）、
第
十
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）、
第
十

一
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）
又
は
第
十
二
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
で
一に
改
め
、

同
条
第
二
号
中

「第
七
十
八
条
の
二
第
五
項
第
三
号
」
を

「第
七
十
八
条
の
二
第
六
項
第
二
号
か
ら
第
二
号
の
四
ま

で
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「第
七
十
八
条
の
二
第
七
項
」
を

「第
七
一
ａ
嚇
御
菫
勢
は
河
チ
は
「

一

め
、
同
条
第
十
四
号
中

「の
役
員
等
の
う
ち
に
、」を

「が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五
　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
法
人
で
な
い
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
管
理
者
が
指

定
の
取
消
し
又
は
指
定
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
効
力
の
停
止
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
前
五
年
以
内
に
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者
で
あ
る
と
き
。

第
七
十
八
条
の
十
三
中

「第
七
十
条
の
二
」
の
下
に

「、
第
七
十

一
条
及
び
第
七
十
二
条
」
を
、「お
い
て
、」
の
下

に

「こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
」
を
加
え
る
。

（
第

俎
舞
機
た
「
中
第
七
十
八
壕
の
十
二
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

第
七
十
八
条
の
十
三
　
市
町
村
長
は
、
第
百
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り

鰐
鑢

‐こ市
細
『
郭
議
秘
』
櫛
湘
飾
け
罐
聯

険
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
市
町
村
又
は
同
条
第
二
項
第

一
号
の
一

域
に
お
け
る
定
期
巡
回
ｏ
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
等

（認
知
症
対
応

活型‐想
調
姓
帰
崎
曝
孵
効
利
幣
帰
理
疇
雑

施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
）

で
あ
っ
て
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
見
込
量
の
確
繰
及
び
質
の
向
上
の
た
め
に
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
期
間

（以
下

「市
町
村
長
指
定
期
間
」
と
い
う
。）中
は
、
当
該
見
込
量

の
確
保
の
た
め
公
募
に
よ
り
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
を
行
う
こ
と
が
適
当
な
区
域
と
し
て
定
め
る

区
域

（以
下

「市
町
村
長
指
定
区
域
」
と
い
う
。）
に
所
在
す
る
事
業
所

（定
期
巡
回
。
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看

護
等
の
う
ち
当
該
市
町
村
長
が
定
め
る
も
の

（以
下

「市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護

等
」
と
い
う
。）
の
事
業
を
行
う
事
業
所
に
限
る
。
以
下

「市
町
村
長
指
定
区
域

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。）

に
係
る
同
項
本
文
の
指
定
を
、
公
募
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
市
町
村
長
指
定
期
間
中
に
お
け
る
市
町
村
長
指
定
区
域

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
係
る
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項

本
文
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
八
条
の
二
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

３
　
市
町
村
長
は
、
当
該
市
町
村
長
指
定
期
間
の
開
始
日
の
前
日
ま
で
に
さ
れ
た
市
町
村
長
指
定
区
域

・
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
係
る
第
七
十
八
条
の
二
第

一
項
の
指
定
の
申
請
で
あ
つ
て
、
当

議
姉
鋤
肺
族

‐こ指
減
瑚
棚
獅
翔
鴫
詢
離
ｒ

一

指
定
を
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
計

請
に
対
す
る
処
分
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
前
項
の
規
定
は
、
市
町
村
長
が
市
町
村
長
指
定
区
域
を
拡
張
す
る
場
合
又
は
市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
間
介
護
看
護
等
を
追
加
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替

え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
七
十
八
条
の
十
四
　
ユ別
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定

（以
下

「公

募指定」という。）は、厚生労働省令で定めるところにより、市刷物議贈燎議勧郵鞠の．翻鶏―こ対続型

訪
間
介
護
看
護
等
の
種
類
及
び
当
該
市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
｛

市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
等
の
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
行
い
、
当
該
公
募
指

定
を
す
る
市
町
村
長
が
そ
の
長
で
あ
る
市
町
村
の
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に
対
す
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
及
び
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
　
市
町
村
長
は
、
公
募
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
応
募
者

の
う
ち
か
ら
公
正
な
方
法
で
選
考
を
し
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
七
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
四
項

（第
四
号
、
第
六
号
の
二
、
第
十
号
及
び
第
十
二
号
を
除
く
。）
、第
五
項
、

第
六
項

（第

一
号
の
二
、
第
三
号
の
二
、
第
三
号
の
四
及
び
第
四
号
を
除
く
。）、第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、

公
募
指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政

令
で
定
め
る
。

（公
募
指
定
の
有
効
期
間
等
）

第
七
十
八
条
の
十
五
　
公
募
指
定
は
、
第
七
十
八
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
指
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
当
該
市
町
村
長
が
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た

と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２
　
第
七
十
八
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
条
の
二
の
規
定
は
、
市
町
村
長
指
定
期
間
の
開
始
の
際
現
に

効
力
を
有
す
る
市
町
村
長
指
定
区
域

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
係
る
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定

（公
募

指
定
を
除
ぐ
。）及
び
第
七
十
八
条
の
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指

定

（次
項
に
お
い
て

「指
定
期
間
開
始
時
有
効
指
定
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
指
定
期
間
開
始
時
有
効
指
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た

と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

一　
次
号
に
掲
げ
る
指
定
期
間
開
始
時
有
効
指
定
以
外
の
指
定
期
間
開
始
時
有
効
指
定
　
当
該
指
定
期
間
開
始
時

有
効
指
定
が
さ
れ
た
計
又
は
従
前
の
第
七
十
八
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
条
の
二
第

一
項
の
期
間

（同
号
に
お
い
て

「従
前
の
指
定
の
有
効
期
間
」
と
い
う
。）
の
満
了
の
日
の
翌
日
の
う
ち
直
近
の
日
か
ら
六
年
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二
Ｘ
軸

・ 定
期
躙
蜻
鶴
鶏
請
拗

二指
礎
睦
緩
勤
資
「
蛹
嗜
掟

，地
域
嗜
着
理
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
、
当
該
市
町
村
長
指
定

躯鋼
一けＨば象諄撲輌
権啄喝松
・募指か
を，則嚇御塀能け型け引業議橿鰐焼齢間開
始
時
有
効
指
定
　
当

嘘晴唯嘲鋼翻翡議錆勤油錠い縫協凛嘔‐又‘一湘
＞前‘ｐ脂卸徽和加経断剣満可叫闘鑢劉瞬”升贅直震

め
「
「

…ら
当
磁
公
募
指
定
が
さ
れ
た
日
の
前
Ｌ
如
「
鋼
抑
削

４事師刺
こ村続鐵ド増晦嚇鋤瑚慢瑞掟瑚哺，瑚晩
一の‐硼
側■でにされた市町村長指定区域
・サービ
ス

碑瑛鋼れ臨』機批針凱嫉拗汁に注粘いて蘭力
，す…る‘慟「十雑
鋼一細
↓町卿椰趨剣所施の申。制「叔
”

‐こてｒ硝嗜姉Ⅵ謝襲誌琥糊珊つ哺喘０
”際一＝出，嘔駆を，科済」粥卜剣”飼商綱胡硼“叫婦は費̈

にわｂ資聡ド場に一０幌田‥‐こ‘Ⅷ刺撒「
‐ず「靖評特制ほ加城勧娘麓勧御知弓叫馘贅袖マ
ぃない

♂
把
需
確
難翼
判築
暉
珊
嘱
，定顎
簡
；
親
鋼
事
膨
駆
計
盟
甲
随

新醐琳型場調吟議蛹罐躊を追加する場‐争―こ‐２叫「軒刑刻彿「“畔射飢［制時葛珊商蒙神螂価的．湘

替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（市
町
村
長
指
定
期
間
等
の
公
示
）

討

賊

繰
牌

駄
纂

郵

語

一群

理

端
嘱

…間

書

理

重

最

及
祟

籍

長
指
定
定
盟

甲

軸蟻期読理場調鉛辞輔曜鉾睦碇動なけと，
山田ザ脳「湖＝層晴晩、句∝調鄭“嘲科畷櫃副螂鰤区．

制
鍛
獅
姉
硼
「
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
聖
訪
‘酢

午
諏
看
議
響
口
細
紳
効
加
脚
鮭
句
薇
職
劉
飼
赫
囃
雌
噺
観

ば

な

ら

な

い

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

‥

り

‐

ｉ

‐

‘

言

層

言

葉

い

う

え

交

ノ

光

ヨ

づ

そ

Ｅ

を

α

牙

し

な

け

一　
２
　
前
項
の
規
定
は
、
市
町
村
長
指
定
期
間
、
市
町
村
長
指
定
区
域
又
は
市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
間
介
護
喬
護
等
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（公
募
指
定
に
関
す
る
読
替
え
）

第
七
十
八
条
の
十
七
　
公
募
指
定
に
係
る
第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
十

一
項
、
第
七
十
八
条
の
五

第
二
項
並
び
に
第
七
十
八
条
の
九
か
ら
第
七
十
八
条
の
十

一
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
を
除
く
」
と
あ
る
の
は

「公
募
指
定
に
係
る
市
町
村
長
指
定
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
等
に
限
る
」
と
、
「
一
月
前
ま
で
」
と
あ
る
の
は

「
一
月
以
上
前
の
日
で
あ
つ

て
市
町
村
長
が
定
め
る
日
ま
で
」
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
．）

第
七
十
九
条
第
二
項
第
四
号
の
三
中

「保
険
料
等
に
」
を

「健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
地
方
公
務
員
等
共
済

組
合
法
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
、
厚
生
年
金
保
険
法
又
は
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
付
義
務
を
負
う
保
険
料
、
負
担
金
又
は
掛
金

（以
下
こ
の
号
及
び
第
百
十
五
条
の
二
十
二
第

二
項
第
四
号
の
三
に
お
い
て

「保
険
料
等
」
と
い
う
。）
に
」
に
、
「納
付
義
務
を
定
め
た
」
を

「こ
れ
ら
の
」
に
、「す

べ
て
」
を

「全
て

（当
該
処
分
を
受
け
た
者
が
、
当
該
処
分
に
係
る
保
険
料
等
の
納
付
義
務
を
負
う
こ
と
を
定
め
る

法
律
に
よ
つ
て
納
付
義
務
を
負
う
保
険
料
等
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
の

三
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二
　
申
請
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で

第
七
十
九
条
第
二
項
第
八
号
イ
中

「禁
釦
」
を

「禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
口
中

「第

の
二
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中

「保
険
料
等
に
」
を

「
こ
の
法
律
、
国
民
健
康
保
険
法
又
一

こ
ろ
に
よ
り
納
付
義
務
を
負
う
保
険
料

（地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
・

八
十
六
条
第
二
項
第
七
号
ハ
及
び
第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
二
項
第
八
号
ハ
に
お
い
て

に
、「納
付
義
務
を
定
め
た
」
を

「
こ
れ
ら
の
」
に
、
「す
べ
て
」
を

「全
て

（当
該
処
分
ニ

に
係
る
保
険
料
等
の
納
付
義
務
を
負
う
こ
と
を
定
め
る
法
律
に
よ
つ
て
納
付
義
務
を
負
い

十
六
条
第
二
項
第
七
号
ハ
及
び
第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
二
項
第
八
号
ハ
に
お
い
て
同
ヽ

「も
の
」
の
下
に
尺
当
該
指
定
の
取
消
し
が
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
の
」

取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
手

者
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
７

援
事
業
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
こ
の
号
に
規
定
す
る
指
定
の
取
波

す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

く
。）」
を
加
え
る
。

議
ｕ
計
初
繰
朔

一
覇
嗜

ｒ
渇
沖

≫「萌
ｔ

ｉ十

‐
九

，条
第
二
項
第
四
号
一
の
下
に

「．、
第
四
号
の
二
」
を
加
え
る
。

講ほ叶猷嫉鐵↑噸紳
日「賢、ぃ資汁蛯」Ю，」」一山
‐め．一
三‘一畑以．上「
剣警“
．一ひ毅

つヵａ織道府県

卸鞣却費職騒』勁計睦珈
猛け
綱繰増に噸
卜第〓鴫が
‐二‐廂
「‐一に景生ノ句金．伊卿ざ「
を．ギ司計数鶴錠飾陪

裁は凱リ
ノ働凛強詢認輩瑚
Ю囃
二収疇
凛爛け
嗜職一
‐」一「す
、́「「を早負“「け針械ヽ
「同騨利贈騒劉郵

号
０

‐三
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
カロ‐
が
ダ
”

三
”
三

に
哨
暗
痛
刈
峰

二護
蛯
駄

，ホ
ロ
払
つ
哺
厳
〓
づ
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も

“漿鍬”『℃
っ刑に処
せられ、そ
の執行を終
伊γ、‐則ぽ執‘街魯熟［“
Ｆ潤肝姑倒緒
績封
“鍼盤

で
あ
る
と
き
。

第
八
十
六
条
第
二
項
第
七
号
イ
中

「禁
鋼
」
を

「禁
鋼
」
に
改
め
、
同
号
口
中

「第
二
号
」
の
下
に

「、
第
三
号

の
二
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に
改
め
、
同
号
二
中

「も
の
」
の
下
に
尺
当
該
指
定
の
取
消

し
が
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
指
定
の
取
消
し
の
う
ち
当
該
指
定
の
取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及

び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
開
設
者
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
開
設
者
が
有
し
て
い
た

責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
こ
の
号
に
規
定
す
る
指
定
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）
」
を
加
え
る
。

第
九
十
二
条
第

一
項
第

一
号
中

「第
哄
十
六
条
第
二
項
第
二
号
」
の
下
に

「、
第
三
号
の
二
」
を
加
え
る
。

第
九
十
四
条
第
二
項
第
四
号
中

「禁
鋼
」
を

「禁
鋼
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
の
三
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
の
三
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二
　
申
請
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

第
九
十
四
条
第
五
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
」
を

「第
百
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
第

一
項
第
二
号
中

「、
第
五
号
」
を

「か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
」
に
、
「第
五
号
の
二
」
を

「第
五
号
の

三
」
に
改
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
中

「第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
の
二
ま
で
、
第
九
号
又
は
第
十

号
」
を

「次
の
各
号
」
に
、「第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
七
号
か
ら
第
十

一
号
ま
で
」
を

「第
六
号
の
二
、
第

六
号
の
三
、
第
十
号
の
二
及
び
第
十
二
号
を
称
く
。」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
中

「法
人
」
を

「都
道
府
県
の
条
例
で

定
め
る
者
一
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「禁
鋼
」
を

「禁
鋼
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
の
三
中

「す
べ
て
一
を

「全

て
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
の
三
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二
　
申
請
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
ぐ
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
第
六
号
中

「病
院
等
」
を

「事
業
所
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
の
三
中

「経
過
し
な
い

者

（」
の
下
に

「当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、」を
加
え
、
「当
該
申
請
者
」
を

「当
該
法
人
」
に
改
め
、
「経
過
し
な
い
も
の
」
の
下
に

「を
含
み
、
当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
な
い

事
業
所
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
が
あ
つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
事
業
所
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者

で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
一
を
加
え
、
同
項
第
八
号
中

「病
院
等
一
を

「事
業

所
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中

「申
請
者
」
の
下
に
尺
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請

者
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
の
二
　
申
請
者

（介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
に
限
る
。）が
、
法
人
で
、
そ

の
役
員
等
の
う
ち
に
第
四
号
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
、
第
六
号
の
二
又
は
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
第
十

一
号
中

「申
請
者
」
の
下
に
尺
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
指

定
の
申
請
者
を
除
く
。）」
を
加
え
、
「病
院
等
」
を

「事
業
所
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二
　
申
請
者

（介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
に
限
る
。）が
、
法
人
で
な
い
事

業
所
で
、
そ
の
管
理
者
が
第
四
号
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
、
第
六
号
の
二
又
は
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
。
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３
中
嚇
”
姉
機
つ
に
駐
鰍
↓

号 ．
噸
統
働
な
熊
げ

る
に
当
た
つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る

講
箱
綺
篭
録
“
執
講
卜
嘔
講

一
鶏
紳
」
ｒ
増
一

‥号
、

‐嘴
十
一

（第
五
号
の
二
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る

彼論嘘鵜気配収硫嚇針
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改
め
、
同
項
第
十
二
号
中

「病
院
等
」
を

「義
穀
所

′」
ぼ
」
¨
組
≒
妥
移
く

、
５
た

博
覇
針

一
繰
わ
叶
↑
「

「第
七
十
条

の
二
が
ヶ
知
伊
「

一
熱
れ

で
」
を

「第
七
十
条
の
一
、
第
七
十

一
条
及
び
第

七
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第

一
号
中

「法
人
」
を

「市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
者
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二
　
申
請
者
が
、
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
五
号
の
三
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に
改
め
、同
号
を
同
項
第
五
号
の
三
と
し
、

同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二
　
申
請
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
六
号
及
び
第
六
号
の
三
中

「経
過
し
な
い
者
」
の
下
に
尺
当
該
指
定
を
取
り
消
さ

れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通

知
が
あ
つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
等
で
あ
つ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経

過
し
な
い
も
の
を
含
み
、
当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
な
い
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

通
知
が
あ
つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
事
業
所
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
の
二
　
前
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
第
百
十
五
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ
つ

た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
、
同
号
の
通
知
の
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
届
出
に
係
る
法
人

（当
該
事
業
の

廃
上
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）
の
役
員
等
又
は
当
該
届
出
に
係
る
法
人
で
な
い
事
業
所

（当
該
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
を
除
く
。）
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
、
当
該
届
出
の

日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九
　
申
請
者

（介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
を

導
電
宿
押
け
疏
微
費
け
“
わ

一

役
員
等
の
う
ち
に
第
四
号
の
二
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
前
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
）

る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
　
申
請
者

（介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
に
限
る
。）が
、
法
人
で
、
そ
の

役
員
等
の
う
ち
に
第
四
号
の
二
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
、
第
六
号
の
二
又
は
第
七
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

十

一　
申
請
者

（介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
を
除
く
。）が
、
法
人
で
な
い

事
業
所
で
、
そ
の
管
理
者
が
第
四
号
の
二
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
七
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
で
あ
る
と
き
。

十
二
　
申
請
者

（介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
に
限
る
。）が
、
法
人
で
な
い

事
業
所
で
、
そ
の
管
理
者
が
第
四
号
の
二
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
、
第
六
号
の
二
又
は
第
七
号
か
ら
第
八
号
ま

で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
十
二
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
第

一
号
及

び
第

一
号
の
三
中

「経
過
し
な
い
者
」
の
下
に
尺
当
該
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人

呻一̈
』呻一一軸枷師』いなっも̈】嚇一一］鋳椰綺̈
枷つ

二
の
一一一　
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
第
百
十
五
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
上
の
届
出
が

あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
、
同
号
の
通
知
の
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
届
出
に
係
る
法
人

（当
該
事

業
の
廃
上
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）
の
役
員
等
又
は
当
該
届
出
に
係
る
法
人
で
な
い
事
業

所

（当
該
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
を
除
く
。）
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
、
当
該
届
出

の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
（）

第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〓
一　
申
請
者

（介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
を
除
く
。）
が
、
法
人
で
、
そ
の

役
ミ
等
の
う
ち
に
第

一
号
又
は
前
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
十
二
第
三
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四
　
申
請
者

（介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
に
限
る
。）
が
、
法
人
で
、
そ
の

役
員
等
の
う
ち
に
第

一
号
の
二
又
は
第
二
号
か
ら
第
二
号
の
三
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の

で
あ
る
と
き
。

五
　
申
請
者

（介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
者
を
除
く
。）
が
、
法
人
で
な
い
事

業
所
で
、
そ
の
管
理
者
が
第

一
号
又
は
第
二
号
か
ら
第
一
一号
の
三
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と

多こ
。

工（
　
申
請
者

業
所
で
、

る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
十
三
中
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
市
町
村
が
前
項
第

一
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も

の
と
す
る
。

第
百
十
五
条
の
十
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７
　
第
七
十
八
条
の
二
第
九
項
か
ら
第
十

一
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
五
十
四
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
百
十
五
条
の
十
八
第

一
項
第

一
号
中

「第
百
十
五
条
の
十
二
第
五
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
十
二
第
六
項
」
に

改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
十
九
第

一
号
中

「第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
五
号
又
は
第
九
号

（
ハ
に
該
当
す
る
者
が
一
を

「第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
四
号
の
二
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
、
第
九
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
の
あ

る
も
の
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）、
第
十
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）、
第

十

一
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）
又
は
第
十
二
号

（第
五
号
の
三
に
該
当
す
る
者
で
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「第
百
十
五
条
の
十
二
第
三
項
第
二
号
」
を

「第
百
十
五
条
の
十
二
第
四
項
第
三
号
か
ら

第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「第
百
十
五
条
の
十
二
第
五
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
十
二

第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中

「の
役
員
等
の
う
ち
に
、
」を

「が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
役
員

等
の
う
ち
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四
　
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
法
人
で
な
い
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
管

理
者
が
指
定
の
取
消
し
又
は
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
の
停
止
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
前
五
年
以
内

に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
ｔ
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者
で
あ
る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
一
項
中

「第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
第
四
号
の
三
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
の
三
と
し
、
同
項
第

四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二
　
申
請
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

（介護予防認知症対応型共同生活介護に係璃蹴嗽詢紳輔暗は畑橘輝い訂業以綺級“舞

そ
の
管
理
者
が
第

一
号
の
二
又
は
第
二
号
か
ら
第
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賀れ神

と

認

め

ら

れ

る

も

の
と

し

て

厚

生

労

働

省

令

で
定

め

る

も

の

に

該

当

す

る
場

合

を

除

く

。
）
」

´れ

旗

浸

薇

¨

え
る
。
鏡
「
十
五
条
の
二
十
九
第

一
号
中

「第
百
十
五
条
の
二
十‐
コ
籍
Ｆ
「庁

第，
印
鷺
「
剣
下く
は
Ｌ「フ

獅
疇
駐

の
二
」
を
加

２一嚇書嚇時枷一一一晦」̈̈
い構一輌崚つゎ彙けれ御「』伊労働省令で定めるところにより、当

榔鑓林疇蜘噂報蒙琳
‐・願
′の瑚雙難
電る報告
ｔ関して必要があると認めるときは、当該報告をし

靴動理対
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のデ“尉生シれ働；飢缶“れ現在軌
の製“踊嘲響磁讀

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
四
項
中

「第
二
項
」
を

「前
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
六
第

一
項
中

「前
条
第
二
項
」
を

「前
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
二
第
三
項
中

「第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
三
項
及
び
」
を
削
る
。

第
六
章
中
第
百
十
五
条
の
四
十
七
を
第
百
十
五
条
の
四
十
八
と
す
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
六
第

一
項
中

「実
施
」
の
下
に

「に
係
る
方
針
を
示
し
て
、
当
該
包
括
的
支
援
事
業
」
を
加

え
、
同
条
第
二
項
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「前
条
第
五
項
」
の
下
に
「及
び
第
六
項
」

を
加
え
、
同
条
第
四
項
中

「第
百
十
五
条
の
四
十
四
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
項
各
号
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十

五
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

ＦЭ
　
市
町
村
は
、
介
護
予
防

・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
う
ち
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
者

（同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者

に
限
る
。）
に
対
し
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
十
嘔
条
の
四
十
五
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
事
業
の
一
部
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

７
其
姉
Ⅵ
綺
騒
靴
げ
輸
理
時

′防
，
相
浦
一

‥活
枝
曜
確
拾
薄
撲
ｔ
っ
い
て
、
第

一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に

は”ｒ疑わ鞍動
繁矮輛
軋統賜給支磁ｒ嗜
‐該一諄を熟ヶ油計
（婦項．ぃお峙御ギお託‐‐胡
「詢
】瑚蒟は

瑚
釘
％
当
該
実
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に
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な
費
用
の
支
払
決
定
」
特
利
審‥
饉
脚
街
競
払

′∝
勲
和
相
勲
舘
会

．暉
薪
譲
一
役
い
お
汽
馘

き
る
。

８
よ

咽

「

構

臓

精

勧

議

婦

鋤

る 。
“

琳

姓

喘

諏

概

略

合

事

業

の
利

用

者

に
対

し

、

厚

生

労

働

省

令

で
定

め

る

と

こ

ろ

に

の場̈
一̈
寺̈
柳̈
一一鶴鋪財狂録わ卿叶賦」射耗ｒな第七項とし、

５
縫
鋤
口
鞄
締
賊
畦
資
〕
薄
ヨ
拗
最

ヽ
置
暗
蹴
∵
咆
嘉
摘
崚

‐援
専
業
の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
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班機鞘
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〓「た鶴第
耐加協爆『「
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鉾購

哺一活
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る活動
に携わるボ
ラ
ンテ在声乞
∝Ｌ
ケ関ノ孵ざ
“
％勘撫
け髪
崚待け癖齢凝】妊

第
百
十
五
条
の
四
十
五
を
第
百
十
五
条
の
四
十
六
と
す
る
。

第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項

第
百
十
五
条
の
四
十
四
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「事
業
」
の
下
に

「及
び
介
護
予
防

ｏ
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業

（同
号
及
び
同
項
第
二
号
並
び
に
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
一
を

加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条

第
二
項
中

「市
町
村
は
、
」の
下
に

「第

一
項
各
号
及
び
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

一
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
市
町
村
は
、
被
保
険
者
の
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防

止
及
び
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
う
た
め
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
全
て
に
つ
き

一
括
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
対
し
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
市

町
村
が
定
め
る
も
の

（指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
に

係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

（以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「特
定
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
」
と
い

う
。）を
受
け
て
い
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
と
同
じ
種

類
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
。）を
行
う
事
業

一
一　
被
保
険
者

（第

一
号
被
保
険
者
及
び
要
支
援
者
で
あ
る
第
二
号
被
保
険
者
に
限
る
。）
の
地
域
に
お
け
る
自
立

し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
の
事
業
で
あ
つ
て
、
前
項
第

一
号
に
掲
げ
る
事
業
及
び
前
号
に
掲
げ
る
事
業
と

一
体
的
に
行
わ
れ
る
場
合
に
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

〓
一　
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

（指
定
介
護
予
防
支
援
又
は
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
に
係
る
介
護
予
防
支

援
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。）
の
要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化

の
防
止
の
た
め
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
選
択
に
基

づ
き
、
前
二
号
に
掲
げ
る
事
業
そ
の
他
の
適
切
な
事
業
が
包
括
的
か
つ
効
率
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
援

助
を
行
う
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

第
百
十
五
条
の
四
十
四
を
第
百
十
五
条
の
四
十

庫
と
し
、
第
五
章
第
十
節
中
第
百
十
五
条
の
四
十
三
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（都
道
府
県
知
事
に
よ
る
情
報
の
公
表
の
推
進
）

第
百
十
五
条
の
四
十
四
　
都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
又
は
利
用
し
よ
う
と
す
る
要
介
護
者
等

が
適
切
か
つ
円
滑
に
当
該
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
機
会
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
及
び

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
関
す
る
情
報

（介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
で
あ
つ

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
提
供
を
希
望
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
提
供
を
受
け
た
当
該
情
報
に

っ
い
て
、
公
表
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
七
条
第
二
項
第

一
号
中

「並
び
に
そ
の
見
込
量
の
確
保
の
た
め
の
方
策
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中

「地

域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
並
び
に
」
及
び

「及
び
そ
の
見
込
量
の
確
保
の
た
め
の
方
策
一
を
削
り
、
同
項
第

二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中

「市
町
村
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
下
に
尺
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条

第
六
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「又
は
福
祉
」
を

「、
福
祉
又
は
居
住
一
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

５
　
市
町
村
は
、
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
定
め
る
区
域
ど
と
に
お
け
る
被
保
険
者
の
心
身
の

状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
事
情
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
市

町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
七
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一　
前
項
第

一
号
の
必
要
利
用
定
員
総
数
そ
の
他
の
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
量
の
確
保

の
た
め
の
方
策



平成 23年 6月 22日  水 曜日 宮 報 (号外第 131号 ) 2 4

二
策
４
年
度
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
及
び
地
域
支
援
事
業

の
見
込
量
の
確
保

の
た
め
の
方

三
う
結
雌
霧
略
吋
鋼
駐

取
め
諄

Ｉ 業
ｒ
略
碇
軸
覇
嗜

，着
哩

，サ
呵
ゼ

呟
つ
専
業
又
は
指
定
居
宅
介
護
支
援

の
事
業
を
行

“賠鋪垣哺り疑唯詢難螺に爛
〓す＞る‐＞事‐Ｆ業‥招
２胞
，介枷鴛御等解射九＝晰新川解翻綴向
に解饗整噺

に
眼
猛
だ
め
憫
喘
竜
提
供
を
図
る
た
め
ら裏
難
―こ‐勘
すて祝
肇
期

四援嚇難粉準綺勁討田蜃稼獅勢鰈Ｆ密駐二地…鋤Ⅷ暗報雛詢野鴨け耐だ琢切導撲
‥又ｔ指定介護予防支

“紳錢費晰↓暗瑚垣珊Ю睡唯拗略颯を
‐関‥出
る聖甍高け倒
卿介譲御御黎鵬郷九叫晰対規胃刷綴

報賊係るもつに限る。）の円滑な提件財出期靡支‥枷襲好
鎮剛浄“寿齢“聯“能“州象鞠に購剣絲

事
項
　
　
　
′

五
こ
臨
蜘
錐
菱
賜
ヽ
報
観
鍛
靖
拗
地
域
覆
砧
け
略

‐自
，立
叱
崚
日
常
生
活
の
支
援
に
関
す
る
事
項
、
医
療
と
の
連
携

微報お
あ導頭言臨鴫堵
Ю鋸堆
ｔ
＞係略勁
‥策を‐のｉ連携‐日則製ａ郭駐切
鋼爛
鑢機畑飼者
叫晦収
に樹酬

』
増

ヽ
立

‥し
一
■
常
生
活
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
項‐

嘉

破

晰

に
響

コ一路

鐸

橘
通

嘉

葛

誦

疇

曇

霧

畠

督

急

蒙

畷

転

客

格許積⑦計嵯鱒鯛理眸錠揃搬決鋸堵４
，活‥，‐護，卜順篤翻蔵助御叡麟静燎慶勧技激無起用礎胸域‐こ無利張

新鮮蛯畝哺蠅嚇搬臥漸姥難婦け唯ほⅧ篭И霧刑叩卿費編製「倍慟時卿麟議剣麟婦鵡劉鋼刺動規醸赳

緩嚇増蹟っ弛詢計環端喘
「等附録け「い隊ｎ理
，棚慟閣「け政“鴻劉制科鞠“導励類疑趨動機間知雛

統畑毅れい印課導駐噸紳」螂鑓納課勧繊
三福‐祉‥支‘捌用一ド鋼百＝
「》詳細剖鋼居鰤∝鋼ぴ制骸晰酵鰐

』螺弊Ⅵ和験導一議証窃難付
ノるヽ
喘錯嚇‐住‥書ｔ昭彙珈ＷＨな加〓式鶏闘機檄「科“̈群聯陶慟蹴騨ｂ

輩懃動Ｆ如噸睦翔繁増決颯ヒ」「硼為翻四晩商側刻舞卿財機動り同一知蜘琳馴韓
「を耐」制型」轟を
「第

」覇
詔
ほ
纏
略
罰纏
ｆ
Ｔ、‘品
量
４
慶
ダ
Ｆ
濯
慶
副
暉籠
舞
旺砕
唾

同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３い瑯範姉観拗燿魏峨碑蝶唯時婦緬篭ぉぃては、前項に規定する事項のほか、次に掲げる事項につ

一善勧畔観轍動噌袈わ硼胸効確鶏聯等対象サービスを提供するための施設における生活環境の改

資
一
特
一
”
¨
無
軸
［
一
議

‐この 表
』
『
社
報
囀
畑

象
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
支
援
事
業
に
従
事
す
る
者
の
確
保
又
は

四
供
材
曝
観
罐
軸
猥
軸
細
硝
物
理
錯
詢
確
偽
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
介
護
給
付
等
対
象
サ
ト
ビ
ス
の
円
滑
な
提

を
図
る
た
め
の
事
業
に
関
す
る
事
項

博
覇
駐
廿
〓
課
↓
〓

二第
卜
瀬
坤
≒
鋒

ヽ
百

ド十…
鍾
榛
Ю
四
け
咽
萌
汁
項
悌

〓
号
に
掲
げ
る
事
業
」
を

「第
百
十
五
条
の

側計謳鵜
一葦謗卜鍔狂路押鶏轄錯一一准籠‥防‘「肝鞠出活．歯柳総．辞勲靭れ徹黎鵬針はあ．鰐可け、業譲

拗
「護時動卜相競艶嗜崚
「援漱給導凛こキ「↑欄抒開醐申「お刊飼議秘鵬報斬紹「曜藪崚一̈敗細籍製輛

肝』「曜府勁錯喋」を
「介護予防‐等事‐業「ほキ創碑曝オ撥事「難箸遷翻酔「あ
ギ徹制埋域飾鵬鍔紅痢

援
額
」
に
改
め
る
。

援勤細〓対疑篠「狂
「項榊定「麟雌靖拗勢隷計競額「「曜婿鋤鶴写業」に改め、同条第四項中
「包括的支

第
百
二
十
四
条
第
三
項
中

「介
護
予
防
事
業
一
を

「介
護
予
防
等
事
業
一
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「包
括
的
支

援
事
業
等
支
援
額
」
を

「特
定
地
域
支
援
事
業
支
援
額
」
に
改
め
る
。

付麟籍に「獄
「条嫌許預卿等「勤締肝新膳鰈納‐こ借経象「麟畢時動時碑喋に」に、「介護予防事業医療保険納

を
第

「第
¨
“
一
祉
轟
詢
「
疇
嚇
師
一
推
魯
響
象

「御
「
は
け
蛯

る
「℃
て
」
に
、「介
護
予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」

一第
三
号
と
し
、
第

一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
　
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
介
護
予
防

・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
の
実
施
に
必
要
な
費
用
の
支
払
決
定
に
係
る
審
査
及
び
支
払
で
あ
つ
て
、
前
号
に
掲
げ
る
業
務
の

内
容
と
の
共
通
性
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

ナ

第
百
七
十
六
条
第
二
項
第
三
号
中

「前
二
号
」
を

「前
三
号
一
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

〓
一　
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
市
苛
村
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
介
護
予
防

・
日
常
生
活
支

援
猛
合
事
業
の
実
施
に
必
要
な
費
用
の
支
払
決
定
ぼ
悧
れ
審，
査‐
脇
蒔
”
握
川（前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

′Ｉ
Ｊ
，
Ｉ
ギ
ー
多
ι

第
二
百
三
条
の
四
を
第
二
百
三
条
の
五
と
し
、
第
二
百
三
条
の
三
を
第
二
百
三
条
の
四
と
し
、
第
二
百
三
条
の
二

を
第
二
百
三
条
の
三
と
し
、
第
二
百
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（大
都
市
等
の
特
例
）

第
二
百
三
条
の
二
　
，′一の
法
律
中
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地

方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
の
指
定
都
市

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「指
定
都
市
」
と
い
う
。）及

び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第

一
項
の
中
核
市

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「中
核
市
一
と
い
う
。）
に
お
い

て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市

（以
下

「指
定
都
市
等
」
と
い
う
。）が
処
理
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
等
に
関
す
る

規
定
と
し
て
、
指
定
都
市
等
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

十瑚紅噸喧爆瑚舞覇呻
一孵に対卸絲い」博〓知計卿「れ

の
四
十
七
第
三
項
」
に
改
め
る
。

「、
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
」

「第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
六
項

第
二
百
八
条
中

「質
問
」
の
下
に

「若
し
く
は
第
二
十
四
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
指
定
都

道
府
県
事
務
受
託
法
人
の
職
員
の
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
」
を
加
え
る
。

第
二
百
十
三
条
第

一
項
中

「質
問
」
の
下
に

「若
ｔ
く
は
第
二
十
四
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け

た
指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
の
職
員
の
第
二
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
」
を
加
え
る
。

附
則
第
六
条
第
二
項
中
尺
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
の
指
定
都
市
又
は
同
法
第
二
百
五
十
二

条
の
二
十
二
第

一
項
の
中
核
市
を
い
う
。）」
を
削
る
。

附
則
第
八
条
の
表
第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
五
号
の
二
の
項
中

「第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
五
号
の
二
」
を

「第
七
十
九
条
第
二
項
第
四
号
の
三
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

第
九
条
　
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に

住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
際
他
の
市

町
村

（当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し

て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
入
所
定
員
の
減
少
に
よ
り
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設

（地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
に
係
る
第
四
十
二

条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「変
更
後
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
ｏ）と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
継

続
し
て
入
所
し
て
い
る
間
は
、
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険

者
と
す
る
。
た
だ
し
、
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
と
な
っ
た
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

（以
下
こ

の
条
に
お
い
て

「変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
ｏ）を
含
む
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
継
続
し

て
入
所
又
は
入
居

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「入
所
等
」
と
い
う
。）を
し
て
い
た
被
保
険
者

（当
該
変
更
後
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
継
続
し
て
入
所
し
て
い
る
者
に
限
る
。）
で
あ
つ
て
、
当
該
変
更
前
介
護
老
人
福
祉

施
設
に
入
所
す
る
直
前
に
入
所
等
を
し
て
い
た
住
所
地
特
例
対
象
施
設

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「直
前
入
所
施

設
」
と
い
う
ｏ）及
び
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所
等

ツ
“
嚇
』
¨
一
〔
】
「
『
独
勧
称
輔
鍛

一

び
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住

（次
項
に
お
い
て

「，特
定
継
続
入
所
被
保
険
者
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、

を
加
え
、
「第
百

（第
百
十
五
条
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２
　
特
定
継
続
入
所
被
保
険
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各

号
に
定
め
る
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
。

一　
継
続
し
て
入
所
等
を
し
て
い
た
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所
等
を
す
る
こ
と
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者

で
ぁ
っ
て
、
当
該
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
う
ち
最
初
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
た

際
他
の
市
町
村

（変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。）
の
区
域
内
に
住

所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
　
当
該
他
の
市
町
村

二
　
継
続
し
て
入
所
等
を
し
て
い
た
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
う
ち
一
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
か
ら

継
続
し
て
他
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
す
る
こ
と

（以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「継
続
入
所
等
」
と

い
う
。）
に
よ
り
当
該

一
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場
所
以
外
の
場
所
か
ら
当
該
他
の
住
所
地
特
例

対
象
施
設
の
所
在
す
る
場
所
へ
の
住
所
の
変
更

（以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「特
定
住
所
変
更
」
と
い
う
。）を
行
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
最
後
に
行
っ
た
特
定
住
所
変
更
に
係
る
継
続
入
所
等
の
際
他
の
市
町

村

（変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て

い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
　
当
該
他
の
市
町
村

３
　
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
住
所

地
特
例
対
象
施
設
と
み
な
し
て
、
第
十
三
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（財
政
安
定
化
基
金
の
特
例
）

瓦

酵

脚

脚

¨
脚

鶴

難

鰭

ど
購
岬

羅

霧

膚

磐

侯

挙

定

「き
る
。

一よ
り
財
政
安
定
化
基
金
を
取
り
崩
し
た
と
き
は
、
保
険
料
率

（平
成
二
十
四
年

度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
間
の
も
の
に
限
る
。）
の
増
加
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

３
年

艦

判

曜

脚

響

れ
雰

舞

輔

崩‐こ
賃

強

鰐

植

告

三

十付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
国
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
納
付
さ
れ
た
額
に
相
当
す
る
額
を
介
護

保
険
に
関
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５
　
都
道
府
県
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
財
政
安
定
化
基
金
を
取
り
崩
し
た
と
き
は
、
そ
の
取
り
崩
し
た
額
か
ら

第
二
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
額
の
合
計
額
を
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
額
を
介
護
保
険
に
関
す
る
事
業
に

要
す
る
経
費
に
充
て
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二 （経

人
稀
規
磁
わ

法 一
（

部
町
紅
〓

十
八

“
ホ
（

法
隣
］

（
十 百
舞
一
一
一
ｒ
帥

第二 一
「
”

人】】］一舞抑摯わ〓…無報機一条の五ごに改める。

倫
高
胎
脚
鞠
螂
嘲
嘲
綴
嘲
蠅
羅
一

け」製
犠

支
給
に
係
る
者
そ
の
他
の
政
令
で
申

護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
、

勧離婦麟県ど政畑諏新峨榛麟轟

る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
当
該
訪
間
驀

っ
い
て
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
特
に
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
サ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
供
与
す
る
事
業
を
い
う

（麟
針
爆
胸
卸
簿

で一
級
嚇

る一
鵬
神

，こ「嘲
鏡
∵
誌
端
躙
静
曜
け
拗
町
れ

二「ギ
礎
朝
凶
増
瀑
随

‥時
耐
鷲
理
嚇
憫
扮
護
看
護

諄唯請鋤踏怜奢ｔ勤
「る郵紛繁組“一
‥第ｒ
，十‐一
陽西第‘一珈ｔお
叫“剛珈ご「郷膊
れⅧ鴎嚇孵環諄幅

「第
八
条
第
十
六
項
」
を

「第
五
条
の
二
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
ゞ
獄
針
拓
騎
淑
一
詢
嗜
贅
場
的
て
一
嶋

‥体
址
収
嗜

…精
‐常

出
，
障で

‐害『
Ｗ
ぉ
劉
晟
¨
に
日
常
生
活
を
営
ど
の
に
支
障

い』
』嶋め跡
ｒ沖野睦路
漱い諄軸
ｔは
≫り扮
…護…一一
‐法‐一嘗定，一群勧卸和月ロタ．鶏釧辮顆蜘駒鶏郡

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
に
あ
つ
一
出
、′
旧
曇
知
酬
鶴
午
事
創
銹
硬
細
年
口
購
篠
疎
げ
鷹
型
簿
銭

に
限
る
。
第
二
十
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
一
用‥
す…
´
ぴ
ど
が
鶏
口
↑
既
靱
「
引
ａ
と、認‐ｉ
刷
彼
劉
“

は、
そ
の者
に
つき
、政令
で定
め
る基
準
に従
い、第‥Ｌ結
の‘二‐第‐七ラ島
釧肝卸
刑肺
舗
位
製篇
“
稼規腱

ゼ
啄
睦
凛
時
ｔ
ｒ
収
一
当

…該哺
‐町村
以
外
の者
に
当
該
ナ
Ｌ
ビ‐ス‐な
畑
争
如
欲
司
昼
な
剣
議
無
和
両
“
一

第
十
四
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（家
賃
等
以
外
の
金
品
受
領
の
禁
止
等
）

第
十
四
条
の
四
　
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
は
、
家
賃
、
敷
金
及
び
入
浴
、
排
せ
つ
、
食

事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
必
要
な
便
宜
の
供
与
の
対
価
と
し
て
受
領
す
る
費
用
を
除
く
ほ
か
、
権
利
金

そ
の
他
の
金
品
を
受
領
し
て
は
魯
ら
な
い
。

２
　
寵
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
の
う
ち
、
終
身
に
わ
た
つ
て
受
領
す
べ
き
家
賃
そ
の
他
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
を
前
払
金
と
し
て
一
括
し
て
受
領
す
る
も
の
は
、
当
該
前
払
金
の

算
定
の
基
礎
を
書
面
で
明
示
し
、
か
つ
、
当
該
前
払
金
に
つ
い
て
返
還
債
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
場
合
に
備
え
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
必
要
な
保
全
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
前
払
金
を
受
領
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
第
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
住
居
に
入
居
し
た
日
か
ら
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
一
定
の
期
間
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
入
居
及
び
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
援
助
に
つ

き
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了
し
た
場
合
に
当
該
前
払
金
の
額
か
ら
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
を
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
額
を
返
還
す
る
旨
の
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十
五
条
第
六
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
」
を

「第
百
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
第
二
項
中

「第
六
項
ま
で
」
を

「第
七
項
ま
で
」
に
改
め
る
（）

第
二
十
条
の
八
第
二
項
中

「次
に
掲
げ
る
事
項
」
を

「当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
い
て
確
保
す
べ
き
老
人
福
祉
事

業
の
量
の
目
標
」
に
改
め
、
各
号
を
削
り
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中

「市
町
村
老
人
福

祉
計
画
」
の
下
に
尺
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同

条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「市
町
村
老
人
福
祉
計
画
」

を

「市
町
村
」
に
、「作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を

「、
市
町
村
老
人
福
祉
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中

「第
二
項
第

一
号
」
を

「第
二
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中

「前
項
第

一
号
一
を

「第
二
項
」
に
改
め
、
「、
短
期
入
所
生
活
介
護
」

の
下
に

「、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
間
介
護
看
護
」を
、
「地
域
密
着
型
介
護
者
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
」

の
下
に

「、
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
市
町
村
老
人
福
祉
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
の
目
標
の
ほ
か
、
同
項
の
老
人
福
祉
事
業
の
量
の
確
保
の
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
の
九
第
二
項
中

「次
に
掲
げ
る
事
項
」
を

「介
護
保
険
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都

道
府
県
が
定
め
る
区
域
ご
と
の
当
該
区
域
に
お
け
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
必
要
入
所
定

員
総
数
そ
の
他
老
人
福
祉
事
業
の
量
の
目
標
」
に
改
め
、
各
号
を
削
り
、
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項

を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

「前
項
第

一
号
」
を

「第
二
項
」
に
、
「第
百
十
八
条
第

二
項
第

一
号
」
を

「第
百
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３
　
都
道
府
県
老
人
福
祉
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一　
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
及
び
老
人
福
祉
施
設
相
互
間
の
連
携
の
た
め
に
講
ず
る
措
置
に
関
す
る
事
項

二
　
老
人
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
者
の
確
保
又
は
資
質
の
向
上
の
た
め
に
講
ず
る
措
置
に
関
す
る
事
項
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第
二
十
九
条
第
十
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、

精嘲壁獄嚇「』雑転霧れ敗をし、熊協項（型ぃ、

次
の
一
項
を
加
え
る
。

Ｌ
〓諄
薔
載
材
暉
鐵
時
群
一一委
一

る
Ⅶ
則
第

一
条
第
六
号
中

「及
び
第
百
十

一
条
の
二
」

「及
び
第
六
号
」
を
加
え
る
。

一項
の
改
正
規
定
中

「第
百
十
五
条
の
二
十
九
第
六
項
」を
「第

を

「、
第
百
十

一
条
の
二
及
び
第
百
三
十
条
の
二
」
に
改
め

第
二
十

一
条
第

一
号
中

「第
四
号
ま
で
」
の
下
に

第
四
章
の
二
を
削
る
。

痴薪
脚
粋
ポ
叶筑
秘
蒔
鞠

８
　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
前
払
金
を
受
領
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
有
料
老
人

ホ
ー
ム
に
入
居
し
た
日
か
ら
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
一
定
の
期
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
入
居
及

び
介
護
等
の
供
与
に
つ
き
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了
し
た
場
合
に
当
該
前
払
金
の
額

か
ら
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
を
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
額
を
返
還
す
る
旨
の
契

約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６
　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
は
、
家
賃
、
敷
金
及
び
介
護
等
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
必
要
な
便
宜
の
供
与
の
対

価
と
し
て
受
領
す
る
費
用
を
除
く
ほ
か
、
権
利
金
そ
の
他
の
金
品
を
受
領
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
章
の
三
を
第
四
章
の
二
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（後
見
等
に
係
る
体
制
の
整
備
等
）

第
三
十
二
条
の
二
　
市
町
村
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
審
判
の
請
求
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
よ
う
、
民
法
に
規
定

す
る
後
見
、
保
佐
及
び
補
助

（以
下

「後
見
等
」
と
い
う
。）
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成

及
び
活
用
を
図
る
た
め
、
研
修
の
実
施
、
後
見
等
の
業
務
を
通
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
家
庭
裁
判
所
へ
の

推
薦
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
は
、
市
町
村
と
協
力
し
て
後
見
等
の
業
務
を
通
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
及
び
活
用
を

図
る
た
め
、
前
項
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
に
関
し
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
十
四
条
の
二
第

一
項
中

「第
二
十
九
条
第
七
項
及
び
第
九
項
」
を

「第
二
十
九
条
第
九
項
及
び
第
十

一
項
」

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中

「第
二
十
九
条
第
九
項
」
を

「第
二
十
九
条
第
十

一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
第

一
号
中

「第
二
十
八
条
の
十
二
第

一
項
若
し
く
は
」
を
削
り
、
「第
二
十
九
条
第
七
項
」
を

「第
二
十

九
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第

一
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
一
を

「第
百
十
八
条
第
二
項
一
に
改
め
る
。

（社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
社
会
福
祉
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

¨
峡
棚
牲
活
援
助
事
業
一
を

「、
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同

じ躾十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

第
九
条
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。

削
榔
「
第
二
条
中
尺
同
法
第
四
十
八
条
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
除
く
。）」
を

‐
（

附
脚
鶯

‐保 百

‐険 三
計
録
¨

Ｔ 次
級
轍
口

‐こ一
鞣
費
勧
践
儲
ど

）

第
頌
饉

こ十
曝
つ
に

「琳
に
針
献
繰
り
一
掟
つ

‐施…
布
口
際
一
ｔ

ｉ同
條
つ
槻
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法

（以
下
こ

秒課ｕ謎訃
一」Ⅷ斡
二護誡鍛確片たいけ】！第‐硼＝洲「義
】側窮
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釧確解日酵抑制商綺幌競制「獅セ嘲

課っ瑚遊凱駐』轍
班師勤Ⅷ媛唯鞭繰報磁
０
＞規‐定‐「珈
一十‘劇
例枷綱＝却利凝醸織鮮脚則脳険溺叫榊

雌Ｆ抑ひ罐観鍛琺胸観
二定ｒ珊硼琳猛汁
‐八‐Ｆ条‐，砒碇覆一‘鵬一耐
鋼印象飼和譴知激翻鋳潮剣翻包一

鋼別謗献叶批珠わ瑚碇一は
る激証一〇１地′”ハ流貴
‥等‐曳佛締舗漏
鎮赦能
Ч陶購孵加「経叫赦創はよ

』秘
靭
叢
雲
媚
織鴇
藤
灘
身
〓
登
懇
繁
鋸
新
製
断
醜
ω黎
耐

調噂賊計教曝鈎糊眺は球賭蹴鉦揃
Ю珊潰
，一
計０一
＞進‘＝側「私幣距獅翻浄
∝鵬制「隣取鋼所十一

喉拗慨雌誡韓隔敏旺珈Ю縞琳猪増
‥待‐の‐防ｉ止‐」帆ｉ齢‘噛陽樹働争
に期封“螂撥詢嘲断す劉湘鶴
∝婦定．

級郭
珊剛謗
輌計
卜繰
Ю紅
拗
二規職注
よ略激

，正揃
一個＝榊犠騰〓珈
昼神̈
街配曝徊螂
明盤齢嘲取期街

織罐
詢嘲雄
ヨ（に熱喝
Ю『
定
に基
づく命
令
の算
定‐な飩
概側
間Ч
刊珈
到れ戟
到騨薫切
〕田対
磁鐸陶
〕

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第

一
項
第
三
号
の

規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
保
険
給
付
に

っ
い
て
は
、
同
日
後
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
第
二
十
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
旧
介
護
保
険
法
第
百
七
条
第

一
項
の
指
定
の
申
講
で
あ
つ
て
、

第
二
十
六
条
の
規
定
の
施
行
の
際
、
指
定
を
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
当
該

処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
旧
介
護

保
険
法
第
八
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
つ
い
て
旧
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第

一
項

第
三
号
の
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
第

一
項
の
介
護
療
養
型
医
療
施
設
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
規
定
を
適
用
す
る
。

附
則
第
百
三
十

一
条
中

「並
び
に
こ
の
」
を

「、
こ
の
」
に
改
め
、
「施
行
後
に
し
た
行
為
」
の
下
に

「並
び
に
こ

の
法
律
の
施
行
後
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
法
律
の

規
定
の
失
効
前
に
し
た
行
為
」
を
加
え
る
。

（社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法

（昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「第
五
十
四
条
」
を

「第
五
十
六
条
」
に
改
め
る
一

第
二
条
第
二
項
中

「応
じ
た
介
護
」
の
下
に
尺
喀
痰
吸
引
そ
の
他
の
そ
の
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
行

為
で
あ
つ
て
、
医
師
の
指
示
の
下
に
行
わ
れ
る
も
の

（厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下

「喀
痰
吸
引

等
一
と
い
う
。）を
含
む
。）
」
を
加
え
る
。
　
　
θ

第
二
条
第
二
号
中

「禁
鋼
」
を

「禁
釦
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「社
会
福
祉
」
の
下
に

「又
は
保
健
医
療
」

を
加
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
四
十
七
条
第
二
項
中

「第
八
条
第
十
六
項
一
を

「第
五
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
二
を
第
四
十
八
条
の
十

一
と
し
、
第
四
十
八
条
の
次
に
次
の
九
条
を
加
え
る
。

（保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
と
の
関
係
）

第
四
十
八
条
の
二
　
介
護
福
祉
士
は
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

（昭
和
三
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
三
十

一

条
第

一
項
及
び
第
三
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
診
療
の
補
助
と
し
て
喀
痰
吸
引
等
を
行
う
こ
と
を
業
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
第
四
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
福
祉
士

の
名
称
の
使
用
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（喀
痰
吸
引
等
業
務
の
登
録
）

一『崎す（八機̈
道「三鵬］叫̈
特鐸晦〔一̈
一中”」一一中】『翻時ヽ（介

護
福
祉
士
が
行
う
も
の
に
限
る
。）
の

そ
の
事
業
所
ご
と
に
、
そ
の
所
在
地
を
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第翔針瓢毎̈
鈍て嘲闘舗鰈『疇紐ど講翻計凱録わ」魏に噸商期強れは「登録を申請した者が次に掲

一　
医
師
、
響
護
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
と
の
連
携
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
喀
痰
吸
引
等
の
実
施
に
関
す
る
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
喀
痰
吸
引
等
を
安
全
か
つ
適
正
に
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

〓
一　
医
師
、
番
護
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
に
よ
る
喀
痰
吸
引
等
の
実
施
の
た
め
の
体
制
が
充
実
し
て
い
る
た
め

介
護
福
祉
士
が
喀
痰
吸
引
等
を
行
う
必
要
性
が
乏
し
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
し

な
い
こ
と
。

２
　
登
録
は
、
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二
　
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

（変
更
等
の
届
出
）

第
四
十
八
条
の
六
　
登
録
を
受
け
た
者

（以
下

「登
録
喀
痰
吸
引
等
事
業
者
」
と
い
う
。）
は
、
第
四
十
八
条
の
三
第

二
項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
第
四
号
に
掲

げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
登
録
喀
痰
吸
引
等
事
業
者
は
、
喀
痰
吸
引
等
業
務
を
行
う
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨

を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
登
録
喀
痰
吸
引
等
事
業
者
の
登
録
は
、そ
の
効
力
を
失
う
。

（登
録
の
取
消
じ
等
）

第
四
十
八
条
の
七
　
都
道
府
県
知
事
は
、登
録
喀
痰
吸
引
等
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
喀
痰
吸
引
等
業
務
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
績
。く

一　
第
四
十
八
条
の
四
各
号

（第
三
号
を
除
く
。）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

脇難
蒙
響
剥
爾
　
打
響

四 三 二
２
　
前
項
の
登
録

（以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「登
録
」
と
い
う
ｏ）を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

管
崖
２
オ
、次
鱈
ど
署
肇
菅
彗
請証
楓滸
群
証
撰椰
恥
誕
躍
延
¨

一
　

　

ｒ
て

ア
コ

ア

ド

天

Ｐ
コ

ｒ
，

ア
ヽ

卜

〓

〓

ｒ

Ｆ

‥

・　

　

，
・

１
　

・

一　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
な
」
偲
劃
副
凋
Ｊ
裸
「
手
ｉ
‐
ぇ
‐
ォ
佐

二
　
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

〓
一　
喀
痰
吸
引
等
業
務
開
始
の
予
定
年
月
日

四
　
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

（欠
格
条
項
）

第
四
十
八
条
の
四
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
い
で
彗
簗

′ヽｏ

一　
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、

算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起

二
　
こ
の
法
律
の
規
定
そ
の
他
社
会
福
祉
又
は
保
健
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

に
よ
り
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
ぶ

起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

〓
一　
第
四
十
八
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、

け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら

な
い
者

四
　
法
人
で
あ
つ
て
、

（登
録
基
準
）

そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し

そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
のま

、

（
公

一〇

第

刊

十

凱

録

わ

は

た

瑯

増

節

県

知

事

は

、

次

に

翡

げ

る

場

合

に

は

、

そ

の
旨

を

公

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

藁
Ψ
器
攀
呻聯
難
由
Ｌ
し患
名警
産
暮
事露
蒜

萌

‥四
叶
臥
燥
の
六
第
二
項
の
規
定
に
ょ
る
届
‐計

注
あ
，
た
と
き
。

硼
菖
揃
篠
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
Ｌ

Ｉよ‐喀‐
痴
嚇
弥
等
‘難

務
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

贅槻糾嚇剛判縫脚麟財肛わ「貰辞州討翡ゲ贅̈

（厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

第
四
十
八
条
の
十
　
第
四
十
八
条
の
三
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
喀
痰
吸
引
等
業
務
の
登
録
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
五
十
三
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
　
第
四
十
八
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
項
の
登
録
を
受
け
な
い
で
、
喀
痰
吸
引
等
業
務
を
行
つ

た
者

五
　
第
四
十
八
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
喀
痰
吸
引
等
業
務
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
者

第
五
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
五
十
五
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

一　
第
四
十
八
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た

と
き
。

第一慟壽『一［峰̈
田級籟い】審軸師一棚錬疇嶋断を一切旬瑚毅」は』鮭ほ̈
賠れ（蹴嫌罐議「み、

達叶隷際に瞳臥“駅議構取紐籠駄議凱κ篭襲翔職諄“ｒ峨鋤力静朔山ａ静脚れ，一潮”潔次収ｔ

Ю蝶
場
庄Ⅷ
ｔ
Ｘ聯
嘔け
に繰
‐第栖
′号堵
卜しＫ
ｔ‐ょ′‥第‐，五′印
…又′阻
側
剰
のノき
嬢御
細
な
曜
濯
圏
き
は「
鶴
初
わ
れ

圃
け
ち
慮

，力、
∵
そ
の

‥法
状
収
は
人
に
対
し
で
も
各
本
知
Ｑ
罰．釘
Ⅲ
萄
機
”
ａ
「
ィ
，
ィ
‐
プ
２
だ
仇

附
則
に
次
の
二
十
六
条
を
加
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
‐

‐
（

‐認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
に
係
る
特
例
）

第
く
験

Ｄ
論
議
わ
諜
蕩
鍾
鍛
樽
け
賭
簿
」
彿

Ｅ護′
堀
難
畦
蛯
除
く
一　

，次
条
悌
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
同
条
第

〓噸Ю瑠綻聴錠清
瑞畔磁
確諄
賭輛
掟
離０，
職
‐を‐田
け
て
ざ爆割
．一卵「
報譲飾
櫛急
行、細紹
凝
従軒能
一

建ｂ
巧獅轟
Ｆ譜
崎
つ
′間∵
凛
雄
鰤
＞助磋
椰
＞看薔
‐師‘一
，
コ一
「条‘第
一′卿
Ｆび̈
籍
覇刊
覇新
鋭鵬
朗
嘲
同癖
析

勉げＦ鋤法
知爾
劫
費軋資Ｆ
班獅
つ略
塚
一
，下‐旧「喘
に
，
特
贅嘱
痰．卯粥欲
∝贅
ケ紫
鶏
詢制
鋼
れ
御綱
穀

務鍛
導嗜
が鯵
打ｔ
崚漱蝶
増
に
‐項立
‐規‐
‥定‐“
‐る「
核
卿粥喘
侃修′卿譲
翻
ほ麟
“一尉型
焼
騰鋼
鉾
衛計
鳩
饗

綸誦
睦掛
巧蒙
叡
汗調
・じて
蛯路
い，っに■
をヽ

，業化
「
嗜
□とが
召剖
和
等
潤
趨
り
「郷
知
疑
孵
卿
鐸
婿
歓
』
副
究

特
定
行
為
の
業
務
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２旧線難
靖唯綸鶏
蝶磁
縦導暗
嗽ド
滞碇
靖鴻り業‐か
神律
引
に当‐な
到
「ぼソ
臼師
、看護
師
そ
の他
の医療

関
係
者
と
の
連
携
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。‐
…
…
，
４
‘
―
‥
フ
一
・
―

第

四

条

　

認

定

時

定

行

為

業

努

だ

義

旨

忍

〓

正

よ

、

講

Ｌ

夕

珈

箋

や

，

三

ゝ

ゝ

‥

交
付
す
る
。

調
繰

菫
昭
賞
特
定
行
為
業
務
従
事
者
認
定
証
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
が

２と婦破疇罐断鶏蝶鰯敵賠皓槻厳翻舞↑紛罐初畔場一縮麟耐貼賠事‐こ謝れ薇嘘数始教新鴫鰈議
（従購下…者

「登
録
研
修
機
関
」
と
い
う
。）が
行
う
研
修

（以
下

「喀
痰
吸
引
等
研
修
」
と
い
う
。）
の
課
程
を
修
了
し
た
と
都

道
府
県
知
事
が
認
定
し
た
者
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
認
定

証
の
交
付
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一　
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
　
　
　
　
　
　

ｔ

二
　
禁
釦
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起

算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者

（準
用
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
．

蹴
猟
稀
ｕ
層
標
掛
撃
臥
わ岬
聾
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四
壺
諄
咽
針
に
繰
噂
圧
鎖
熊
略
い
て
綽
酬
け

′る
＞第
Ｅ
十
二
喚
輌

一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
福

祉
士
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
圧
「
三
分
舞

一
軍
舞
三
纏
ィヌ
は
第
二
項
の
規
定
に

て
ヨ
＞
記
三
‥
‥
‐
―
‥
・
…
‐　
　
　
　
　
口
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者

五
じ
数
噸
勧
規
定
に
よ
り
認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
認
定
証
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
日
か
ら
二
年
を
経
過

４
〓
瑯
鑓
請
課
詢
誇
聡
蒙
輛
境
鶏

二定

″行
鴻
撲

‥務
縦

，事
賭
ガ
歓
０
４
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
期
間
を

曖鋤賓躊賞巧鴻
Ю二業瘍蛯蒔祉
化ビ‐又…一嗜，‐認‥定，宇定く宿為．‐難独伸朝剖謳篇證
∝凛制を綺れ
る硼
郡緯

でき賭
ピ
につ場ヽ
給
立
躊
い
て、
増
‐該一
分
の実‐麟
に翻
鰯れ
発
饗朝
瓢
に、雌
缶
雪静
現翻
「
面
り
Ｚ
こと
ヵ

一‘　
揃
噸
…各碍
‐（堺
五

‐号蛯
除
く
。）の
い■
行
か
に
謝
判
す
れ
ぼ̈
３
，
加
射
合

揃鍔
に磁嗜
サ
巧暢
拾
蛯聯
Ｋ
嗜力、Ｆ
斎
掟
看
為
の指
務‐口離
ぃ
有
Ｆ
鈷行
為
が
あ
つた場
合

鑑
磁
収獄黙
班
＞の導
嘆
ｔ嘔
づ
い
て電掟
囀
一
一
為‐難
務
御
到
者
許
加
諏
鋼畑御
れ
肇
輝わ塀
合

跡錦級
証腱動
邁跳
拗Ю
凛い
Ｆ観碇囀ｔ命珈革」一一剤譲き語
％蕉御“副畑雌脚詢鵬経
第ヽ
二項

∽
榔
道
府
県
知
事
の
認
定
そ
の
他
認
定
特
定
行‐
為‐
熱
務
征
義
都
ぼ
酢
晴
嬌
勲
社
到
項
断
導
尉
旬
数
醜
飢
令
露
在
刷

る

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

‥
ノ
４

ｌ

ｊ

ｌ

ｉ

ｌ

引
現

プ́

硬

Ｉ

…́…

第五（規定結酸簡賜鰈勤齢導財知数臨卸鍛“鋳場初ほ輛ドにより、ユ画条
に
規
定
す
る
認
定
特
定
行
為
業
務

従
事
者
認
定
証
に
関
す
る
事
務

（認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
認
定
証
の
返
納
に
係
る
事
務
そ
の
他
政
令
で
定
め

る
事
務
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て

「認
定
証
交
付
事
務
一
と
い
う
ｏ）
の
全
部
又
は
一
部
を
登
録
研
修
機
関
に
委
託

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
証
交
付
事
務
の
委
託
を
受
け
た
登
録
研
修
機
関
の
役
員

（法
人
で
な
い
登
録
研
修
機

関
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
二
項
の
登
録

（次
条
か
ら
附
則
第
九
条
ま
で
並
び
に
附
則
第
十
六
条
、
第
十
七
条
及
び

第
十
九
条
に
お
い
て

「登
録
」
と
い
う
。）を
受
け
た
者
）
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
は
、
当

該
委
託
に
係
る
認
定
証
交
付
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（登
録
の
申
請
）

第
妹
猥

者
哨
輸
識
げ
導
唯
鶴
『
猪
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
所
ご
と
に
、
喀
痰
吸
引
等
研
修
を
行
お
う
と

（欠
格
条
項
）

第
光
条

ミ
賊
り

‐各
鳴
Ю
や

′ず
一
か
ｔ
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一　
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起

算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者

二
　
こ
の
法
律
の
規
定
そ
の
他
社
会
福
祉
又
は
保
健
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

ｏ
に
よ
り
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら

起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者

〓
一　
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な

い
者

四
　
法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

（登
録
基
準
）

第
八
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適

合
し
て
い
る
と
き
は
、
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
喀
痰
吸
引
等
に
関
す
る
法
律
制
度
及
び
実
務
に
関
す
る
科
目
に
つ
い
て
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
業
務
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
Ｇ

二
　
前
号
の
喀
痰
吸
引
等
に
関
す
る
実
務
に
関
す
る
科
目
に
あ
つ
て
は
、
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
が
講
師
と
し
て
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
業
務
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
に
足
り
る
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
〈）

２
　
登
録
は
、
研
修
機
関
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

一
一　
登
録
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

〓
一　
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

四
　
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
業
務
開
始
の
予
定
年
月
日

五
　
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

（登
録
の
更
新
）

第
九
条
　
登
録
は
、
五
年
以
上
十
年
以
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ

の
期
間
の
経
過
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
（）

（喀
痰
吸
引
等
研
修
の
実
施
に
係
る
義
務
）

第
十
条
　
登
録
研
修
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
附
則
第
八
条
第

一
項
各
号
の
規
定
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
喀
痰
吸
引
等
研
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（変
更
の
届
出
）

第
十

一
条
　
登
録
研
修
機
関
は
、

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

（業
務
規
程
）

第
十
二
条
　
登
録
研
修
機
関
は
、
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
業
務
に
関
す
る
規
程

（次
項
に
お
い
て

「業
務
規
程
」
と
い

う
。）を
定
め
、
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
業
務
の
開
始
前
に
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
業
務
規
程
に
は
、
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
実
施
方
法
、
喀
痰
吸
引
等
研
修
に
関
す
る
料
金
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（業
務
の
休
廃
止
）

第
十
三
条
　
登
録
研
修
機
関
は
、
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（適
合
命
令
）

第
十
四
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
登
録
研
修
機
関
が
附
則
第
八
条
第

一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
研
修
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（改
善
命
令
）

第
十
五
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
登
録
研
修
機
関
が
附
則
第
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
登
録
研
修
機
関
に
対
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
喀
痰
吸
引
等
研
修
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
喀
痰
吸
引
等
研
修
の

方
法
そ
の
他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（登
録
の
取
消
じ
等
）

第
十
六
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
登
録
研
修
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取

り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る

。
一　
附
則
第
七
条
各
号

（第
二
号
を
除
く
。）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

附
則
第
十

一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

附
則
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

虚
偽
又
は
不
正
の
事
実
に
基
づ
い
て
登
録
を
受
け
た
と
き
。

五 四 三 二

附
則
第
八
条
第
二
項
各
号

（第

一
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と

そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（公
示
）

第
十
七
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
登
録
を
し
た
と
き
。

二
　
附
則
第
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出

（氏
名
若
し
く
は
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
事
業
所
の
名
称
若
し
く
は

所
在
地
に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
あ
つ
た
と
き
ｏ

〓
一　
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
ｏ

四
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

（準
用
）

第
一
ほ
繰

Ｃ
導
計
置
繰
ビ
噂

「十
軌
繰
級
揮
一
一
叶

，条
Ю

…規

‥
定
職
一
登
録
研
修
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

注論い
くＦ疇
「十講』神」翻轍導嗜一
，とけ
…る…
‐の‐‐―ょ……「；珈痰卿彊筆剛例剣業‐‐猛「讀「劉切旗条賦磁続聾

針輩
↑願神
」厚ヽ珪謗嶼
ご
圭
ふ
』
細浄則
加
誕
釧
禦
Ｆ
が
場孵
¨

（厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

第
け
耽
縣

生
螂
脚
鵠
鉄
鞣

定ヵ、
』
葡
躊
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
研
修
機
関
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項

（特
定
行
為
業
務
の
登
録
）

第
二
十
条
　
自
ら
の
事
業
又
は
そ
の
一
環
と
し
て
、特
定
行
為
（認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
が
行
う
も
の
に
限
る
。）

の
業
務

（以
下

「特
定
行
為
業
務
」
と
い
う
ｏ）を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
事
業
所
ご
と
に
、
そ
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
は
前
項
の
登
録
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
、
第
四

十
八
条
の
四
か
ら
第
四
十
八
条
の
八
ま
で
及
び
第
四
十
八
条
の
十
の
規
定
は
前
項
の
登
録
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

「厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は

「都
道
府
県
知
事
」
と
、「喀
痰
吸
引

等
業
務
一
と
あ
る
の
は

「特
定
行
為
業
務
」
と
、
第
十
九
条
中

「指
定
試
験
機
関
」
と
あ
る
の
は

「附
則
第
二
十

条
第

一
項
の
登
録
を
受
け
た
者

（以
下

「登
録
特
定
行
為
事
業
者
」
と
い
う
ｏ）」
と
、
第
二
十
条
第

一
項
中

「指

定
試
験
機
関
」
と
あ
る
の
は

「登
録
特
定
行
為
事
業
者
」
と
、
第
四
十
八
条
の
四
第
三
号
中
「第
四
十
八
条
の
七
」

と
あ
る
の
は

「第
四
十
八
条
の
七

（附
則
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
第
四
十

八
条
の
五
第

一
項
第
二
号
中

「喀
痰
吸
引
等
」
と
あ
る
の
は

「特
定
行
為
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「喀
痰
吸
引
等
」

と
あ
る
の
は

「特
定
行
為
」
と
、「介
護
福
祉
士
」
と
あ
る
の
は

「認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
」
と
、
第
四
十
八

条
の
六
第

一
項
中

「登
録
を
受
け
た
者

（以
下

「登
録
喀
痰
吸
引
等
事
業
者
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は

「登
録

特
定
行
為
事
業
者
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
八
条
の
七
中

「登
録
喀
痰
吸
引
等
事
業
者
」

と
あ
る
の
は

「登
録
特
定
行
為
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（罰
則
）

第
二
十

一
条
　
附
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、　
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

第
二
十
二
条
　
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た

登
録
研
修
機
関

（そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
又
は
職
員
）
は
、　
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
三
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一・　脚脚霧一一丹繰講二．靭“嘲唯飩瞳阪」資↓鳴預一難胤ａ闘け躊爆醍「枷儀徹為業務を行つた者

令
嘲
馴
購
」
針
鞣
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
八
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
特
定
行
為
業
務
の
停
止
の
命

に
違
反
し
た
者

第
二
十
四
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
登
録
研
修
機
関

（そ
の
者
が

法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
又
は
職
員
）
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一　
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

二
　
附
則
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、

若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。

〓
一　
附
則
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、

キ

Ｃ

。

第
「何「『疇一
毎̈叫̈

】̈中嘲̈
該‐こる鋤一一鴨詢を一噸詢瑚数
」は
Ｍ雌触
∞麟れ（蹴繊猪議「
み、妨

は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

一　
附
則
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を

し
た
と
き
。
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ギ
勁
げ
Ｆ
諾
沌
Ｘ
識
鎌
鯉
ｔ
ｒ
収
滋
，質問
ｔｉ
ｔ
ｒ陳…遊
を．〓
ず‘Ъ
都
日
⊂
群戯
れ
創鵬
ぷ
をく闘
局
理
浸
】

第」計鉄
繰
二難
′人Ю献崚堵
取ｔ琺
執諾
ｔＫ
嗽
‐人…０一
測力
）′俸
計
入
れ
釧他く釧徹親
和
脚り各
∝潮
燎
理
は

秋
い
蝶
略
」瑠嬢
ノて珊
劇謗
嘔計
垣榛
収臓
‐前喚
つ違
，
律
為′を
ぃ
用
と″き．由
「
御
細
構
な
鋼
す
和
脚城
り
わ
鋭

第職似椒紐人疏糊れ」銚略鉢珠胸暇詮馴盪酬けに一

に
針
批
繰

五
柾
硝
唸

′
理
由
嗜

≫く
、二

鮒
測
項
咽
喚
隣
姻
預

‐の
‐規
掟
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
て
認
定
特
定
行
為
業
務
従

ヽ
事
嗜
曜
掟
班

‐を
返
納
し
な
か
つ
た
者
は
、
十
万
円
以
下‐
の‐
避
社
日
処
‐す
‘

和
。

（第
四
十
八
条
の
四
第
三
号
の
規
定
の
適
用
関
係
）

第
二
十
八
条
　
第
四
十
八
条
の
四
第
二
号
の
舞
定
み
ご
用
上
い
い
て
磁
、
当
分
の
間
、
同
号
中
「第
四
十
八
条
の
七
」

比もおめ
一バ晴
咽汁一燥
ｎｔ‥（‥，附．ｍ晩
Ｅ
…十て粛劉
コ項‐ほ絆
出て軽
彫“
科場飾
替創
鼈
コ川卸努範

い…社会
‐福囃
士
及α
創
静
枕
機
士‘浄
等′剣
↓
調
な
好
膨
“
在湘
御
鋸
「一部
改
正
）

第
隊
繰

ｋ
班
暖
瀬

二祉
吐
汲
で
紛
嵯
福
祉
士
法
事
の
一
部
を
嚇
正
‘「

利
法‘
律．
鷹
薫
由
デ
九
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

条郷珊難ｔ朴
「八際胸観珊れ授叙霧〓縣「］鰐“瑚厳籍わ躙矧細覇駐誡轍しげ知‐こ条紳
一則刹晴〓奸

の

一
項
を
加
え
る
。

第
三
条
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
中

「第
四
十
二
条
第
二
項
」と
あ
る
の
は
、

「第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
附
則
第
四
条
第
二
項
」
と
す
る
（）

附
則
第
二
十
八
条
を
附
則
第
三
十
七
条
と
す
る
。

附
則
第
二
十
七
条
中

「附
則
第
四
条
第
四
項
」
を
「附
則
第
十
一条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
十

六
条
と
す
る
。

附
則
第
二
十
六
条
中

「附
則
第
二
十
三
条
」
を

「附
則
第
二
十

一
条
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
」
に
改
め
、
同

条
を
附
則
第
三
十
五
条
と
す
る
。

附
則
第
二
十
五
条
中

「附
則
第
二
十
条
第
二
項
」
を

「附
則
第
二
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第

二
十
四
条
と
す
る
。

附
則
第
二
十
四
条
第

一
号
中

「附
則
第
十
三
条
」
を

「附
則
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
の
規
定
中

「附
則
第
十
八
条
」
を

「附
則
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
十
三
条
と
す
る
。

附
則
第
二
十
三
条
第
二
号
中

「附
則
第
二
十
条
第
二
項
」
を

「附
則
第
二
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第

一
号
中

「附
則
第
二
十
条
第

一
項
」
を

「附
則
第
二
十
七
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同

号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第

一
号
及
び
第
二
号
と
し
て
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一　
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
准
介
護
福
祉
士
の
名
称
の

使
用
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
で
、
当
該
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
期
間
中
に
、
准
介
護
福
祉
士
の
名
称
を
使
用

し
た
も
の

一
一　
附
則
第
七
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

附
則
第
二
十
三
条
を
附
則
第
三
十

一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
登
録
機
関
の
役
員
又

は
職
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一　
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載

せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
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二
　
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を

し
た
と
き
。

附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十

篠
麟

述 一
劉
¨
期
厳
無
蹴
潟
」鮮
酔
咤
孵
騰
ハ
磯
濯
爵
≪
囃

み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
ブ

附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十

一
条
の
許
可
を
受
け
な
い
で
登
録
事
務
の
全
部
を
廃
止

し
た
と
き
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　

‘
′
―

，
―
・
１
１
・
ヨ
‘
ｚ
壼
Ｆ
え
煽
Ｉ

卿脚孵〓廿一懇呻前「郷蜘麟叶財鏃貯級を「脚綱「二十三条一に改め、同条を附則第二十条とする。

第珊馴「な
「十降噂拒覇神七「鋼制導」「ほ麟め一預階疑を「卿脚霧〓廿七）ヒ懇導し一噸階条‐こ嘱郷硼期は肝曝

し
（及調に導を加える。

第
菫
科
η
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、　
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

一　
附
測
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二
　
附
則
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

〓
一　
附
則
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第二怖畑籍二鵬胸舞醜雑籍覇いは材】電鞍師姥観雛お協〓穀獅章壁崚肺鰤による登録事務の停止

の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
登
録
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、　
一
年
以
下
の
懲

役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附
則
第
十
九
条
中

「附
則
第
六
条
」
を

「附
則
第
十
三
条
一
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
二
十
六
条
と
す
る
。

附
則
第
十
八
条
を
附
則
第
二
十
五
条
と
す
る
。

三卿
］
疇
一
臓
蝶
舞
〓督
紳
」「硼
剣
朔
一

同一懇
な
陸
」
郷
到
博
叶
級
時
一
薇
「
め
、
同
条
第
三
号
中
「附
則
第
十

附
則
第
十
六
条
第

一
号
中

「附
則
第
七
条
各
号
」
を

「附
則
第
十
四
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「附

脚議廿い鋒
「弓
・第けに珠
球
で一
‥を
「聯劇第
ギ
た条川引鋼
一「粂熱癬」
口】
いヽ
剛雑孵
肛審朝
十卿

則
第
十
八
条
」
を

「附
則
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
二
十
二
雑
ど
「
績
¨

附
則
第
十
五
条
中

「附
則
第
十
条
」
を

「附
則
第
十
七
条
」
に
改
め
、
肛
無
を

‐肝
貼
第
二
十
二
条
と
す
る
。

附
則
第
十
四
条
中

「附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
」
を

「附
則
第
十
五
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則

第
二
十
一
条
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

四  三

附
則
第
十
三
条
を
附
則
第
二
十
条
と
し
、
附
則
第
十
一

附
則
第
十

一
条
中

「附
則
第
八
条
第
二
項
各
号
一
を

第
十
八
条
と
す
る
。

附
則
第
十
条
中

「附
則
第
八
条
第

一
項
各
号
」

十
七
条
と
す
る
。

一条
を
附
則
第
十
九
条
と
す
る
。

「附
則
第
十
五
条
第
二
項
各
号
一
に
改
め
、
同
条
を
附
則

を

「附
則
第
十
五
条
第

一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第

「附
則
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
十
五
条
と
す
る
。

を

「附
則
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
十
四
条
と
す

附
則
第
九
条
を
附
則
第
十
六
条
と
す
る
。

附
則
第
八
条
第

一
項
中

「附
則
第
六
条
」
を

附
則
第
七
条
第
三
号
中

「附
則
第
十
六
条
」

る
。附

則
第
六
条
を
附
則
第
十
三
条
と
す
る
。

附
則
第
五
条
第
二
項
中

「附
則
第
九
条
ま
で
並
び
に
附
則
第
十
六
条
、
第
十
七
条
及
び
第
十
九
条
」
を

「附
則

第
十
六
条
ま
で
並
び
に
附
則
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
十
二
条

と
す
る
。

附
則
第
四
条
を
附
則
第
十

一
条
と
し
、
附
則
第
二
条
を
附
則
第
十
条
と
す
る
。

第
三
条
の
う
ち
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
二
条
を
附
則
第
十
五
条
と
し
、
附
則
第

一
条
の
次
に

十
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中

「附
則
第
十
五
条
」
を

「附
則
第
九
条
」
に
、
「次
の
十
三
条
」
を

「次
の
七
条
」
に

改
め
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
附
則
第
二
条
に
係
る
部
分
中

「介
護
等
」
の
下
に
尺
喀
痰
吸
引
等
を
除
く
。）
」を
加
え
、

同
改
正
規
定
の
う
ち
附
則
第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
に
係
る
部
分
を
削
る
。

附
則
第

一
条
中

「平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
」
を

「平
成
二
十
七
年
四
月

一
日
一
に
改
め
る
。

（福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（平
成
五
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目
次第

二
早
　
総
則

（第

一
条

・
第
二
条
）

第
二
章
　
基
本
方
針
等

（第
三
条
―
第
六
条
）

第
三
章
　
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
の
業
務

（第
七
条
）

第
四
章
　
地
方
公
共
団
体
の
講
ず
る
措
置
等

（第
八
条
―
第
十
条
）

附
則

第
三
章
を
削
る
。

第
四
章
中
第
二
十
条
を
第
七
条
と
し
、
第
二
十

一
条
を
削
り
、
同
章
を
第
二
章
と
す
る
。

第
五
章
中
第
二
十
二
条
を
第
八
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を
第
九
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
十
条
と
し
、
同
章
を

第
四
章
と
す
る
。

第
六
章
を
削
る
。

附

則

（施
行
期
日
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　
第
二
条

（老
人
福
祉
法
目
次
の
改
正
規
定
、
同
法
第
四
章
の
二
を
削
る
改
正
規
定
、
同
法
第
四
章
の
三
を
第
四

章
の
二
と
す
る
改
正
規
定
及
び
同
法
第
四
十
条
第

一
号
の
改
正
規
定
∩
第
二
十
八
条
の
十
二
第

一
項
若
し
く
は
」

を
削
る
部
分
に
限
る
。）に
限
る
。）
、
第
四
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
九
条
、
第
十

一
条
、

第
十
五
条
、
第
二
十
二
条
、
第
四
十

一
条
、
第
四
十
七
条

（東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援

助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
附
則
第

一
条
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
及
び
同
条

各
号
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
第
十
四
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。）及
び
第
五
十
条
か
ら
第
五
十
二
条
ま

で
の
規
定
　
公
布
の
日

二
　
第

一
条

（介
護
保
険
法
第
十
三
条
第

一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
に
限
る
。）
の
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
二

十
七
条

（国
民
健
康
保
険
法

（昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
百
十
六
条
の
二
第

一
項
第
六
号
の
改
正

規
定
∩
同
条
第
二
十
二
項
」
を

「同
法
第
八
条
第
二
十
四
項
一
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）
に
限
る
。）、
第
二
十
八

条
、
第
三
十
四
条

（高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

（昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
五
十
五
条
第

一
項
第
五
号
の
改
正
規
定
∩
同
条
第
二
十
二
項
」
を

「同
法
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）
に

限
る
。）及
び
第
三
十
五
条
の
規
定
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
又
は
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

（検
討
）

第
二
条
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の

状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

（介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法

（以

下

「旧
介
護
保
険
法
一
と
い
う
。）第
十
三
条
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
特
定
施
設

（第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
介
護
保
険
法

（以
下

「新
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）第
十
三
条
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
特
定
施
設
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。）
に
入
居
し
て
い
る
旧
介
護
保
険
法
第
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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第
四
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
日

（以
下

「施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
さ
れ
た
旧
介
護
保
険
法
第
七
十
条
第

一
項

（旧

介
護
保
険
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項

（旧
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
十
二
、
第
百
十
五
条
の
十

一
、
第
百
十
五
条

の
二
十

一
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十

一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
七
十
八
条
の
二
第

一
項
、
第
七
十
九
条
第

一
項

（旧
介
護
保
険
法
第
七
十
九
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
八
十
六
条
第

一
項

（旧
介
護
保
険
法
第
八
十
六
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
九
十
四
条
第

一
項

（旧
介
護
保
険
法
第
九
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第

百
十
五
条
の
二
第

一
項
、
第
百
十
五
条
の
十
二
第

一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
二
十
二
第

一
項
の
指
定
若
し
く
は
指
定

の
更
新
の
申
請
又
は
許
可
若
し
く
は
許
可
の
更
新
の
申
請
で
あ
つ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
指
定
若
し
く
は
指

定
の
更
新
又
は
許
可
若
し
く
は
許
可
の
更
新
を
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
こ
れ

ら
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
　
新
介
護
保
険
法
第
七
十
条
第
二
項

（新
介
護
保
険
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項

（新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条

詢
叶
こ
に
講
哺
叶
軸
腋
”
針

場 一
ざ
稗
鋪
針
蒟
珠
和

ヒ́ニ
廿
一
級
籍
導
輛
汁
箱
爆
一
雇
籍

の 一
載
舞
い
敗

（
準

糊
情
謁
鵬
鮪
浸

第
七
十
八
条
の
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
八
条
の
十

（新
介
護
保
険
法
第
七
十
八

条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
Ｊ
、
第
七
十
九
条
第
二
項

（新
介
護
保
険
法
第
七

十
九
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
、
第
八
十
四
条
第

保
険
法
第
八
十
六
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
、
第
′

項

（新
介
護
保
険
法
第
九
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
〈

五
条
の
二
第
二
項
、
第
百
十
五
条
の
九
第

一
項
、
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
一

条
の
二
十
二
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
二
十
九
の
規
定
は
、
施
行
計
前
に
，

定
す
る
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
ｍ

用
し
な
い
。

″七
十
条
第
二
項

（新
介
護
保
険
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項

（新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条

十́

一
、
第
百
十
五
条
の
二
十

一
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十

一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

′る
場
合
を
含
む
。）
、
第
七
十
八
条
の
二
第
四
項

（新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
十
四
第

一場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
九
条
第
二
項

（新
介
護
保
険
法
第
七
十
九
条
の
二
第
四
項
に
お

む
。）、
第
八
十
六
条
第
二
項

（新
介
護
保
険
法
第
八
十
六
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用

一九
十
四
条
第
三
項

（新
介
護
保
険
法
第
九
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

の
二
第
二
項
、
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律

（昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
に

基
づ
く
保
険
料
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
七
条
　
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
介
護
保
険
法
第
七
十
条
第
二
項
第

一
号
に

規
定
す
る
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
基
準
を
満
た
す
者
は
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
者
と
み
な
す
。

２
　
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二
第

一
項
の
規
定

に
基
づ
く
市
町
村

（特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
市
町
村

に
係
る
新
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
に
対
す
る
新
介
護
保
険

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「二
十
九
人
以
下
で
あ
つ
て
市
町
村
の
条
例
で

あ
る
の
は
、
「
二
十
九
人
以
下
で
あ
る
も
の
」
と
す
る
。

３
　
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
介
護
保
険
法
第
七

に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
五
項
に
規
定

る
基
準
を
満
た
す
者
は
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
者
と
み
な
す
。

４
　
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
介
護
保
険
法
第
八
・

づ
く
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
に
係
一

条
第

一
項
第

一
号
の
指
定
に
対
す
る
新
介
護
保
険
法
第
八
十
六
条
第

一
項
の
規
定
の
適
一

十
人
以
上
で
あ
つ
て
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
数
で
あ
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「三
ｒ

す
る
。

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号

に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
を
満
た
す
者
は
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
者
と
み
な
す
。

６
　
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第

一

コ
ゴ

ニ

日見

旨
」
に

・
Ｄ

〒

Ｔ
上

ｒ

＞

」

諄
り

ヽ

１

‥

〓
１

１
　

　

　

・

号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、，
同‥
籍
細
到
鷹
ば
舶
き
“
終
駒
生一
狂
鵬
筆
制
司

定 ．

鋤
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基
準
蛯
満
た
す
者
は
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
者
と
み
な‐
す…
¨

第
八
条
　
新
介
護
保
険
法
附
則
第
九
条
の
規
定
は
、
同
条

‐第
，

一
項‥
に
帰
定，
，
る
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
肛

Ｌ
ス

ニ

齢
讐

丁

１
１
く

＾
こ
こ

に

＞

，
」

ヽ
＞

・
・

●‘
Ｆ

，
・

，
　

　

，

設に施行日以後にな
ったも
のに入所し
ている介護保険
の被保険者
′祥剛魏口郷散舞型魏蒻耐飼翻勧対

福
祉
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と

認
め
ら
れ
る
者
に
限
る
。）
で
あ
つ
て
、
当
該
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
際
、
当
該
変
更
前
介
護
老
人

福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

適
用
す
る
。

第
九
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
た
め
に
必
要
な
条
例
の
制
定
又
は
改
正
、
新
介
護
保
険
法
第
二
十
四
条
の
三
第

一
項
の

指
定
の
手
続
、
新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
新
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の

指
定
の
手
続

（定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
新
介
護

保
険
法
第
七
十
八
条
の
十
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
新
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
の
手
続

そ
の
他
の
行
為
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
老
人
福
祉
法

（以
下

「新
老
人
福
祉
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
の
四
第

一

項
の
規
定
は
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
福
祉
法

（以
下

「旧
老
人
福
祉
法
」

と
い
う
。）第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
後
に
受
領
す
る
金
品
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
新
老
人
福
祉
法
第
十
四
条
の
四
第
三
項
の
規
定
は
、
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
が
行
わ
れ
る
住
居

に
施
行
日
以
後
に
入
居
し
た
者
に
係
る
前
払
金
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３
　
新
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
六
項
の
規
定
は
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
旧
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
後
に

受
領
す
る
金
品
か
ら
適
用
す
る
。

４
　
新
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
八
項
の
規
定
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
施
行
日
以
後
に

入
居
し
た
者
に
係
る
前
払
金
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
十

一
条
　
新
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
老
人
福
祉
計
画
の
策
定
の
準
備
そ
の
他
の
行
為

は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
二
条
　
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
第
五
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法

（以
下

「新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」
と
い
う
。）第

二
条
第
二
項
中

「介
護

（喀
痰
吸
引
そ
の
他
の
そ
の
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
行
為
で
あ
つ
て
、
医
師
の

指
示
の
下
に
行
わ
れ
る
も
の

（厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。以
下
「喀
痰
吸
引
等
」
と
い
う
。）を
含
む
。）」

と
あ
る
の
は

「介
護
」
と
、
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
第
三
条
第
三
号
中

「社
会
福
祉
又
は
保
健
医
療
」

と
あ
る
の
は

「社
会
福
祉
」
と
、
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
二
条
第

一
項
中

「介
護
の
業
務
に
従

事
す
る
者

（介
護
福
祉
士
を
除
く
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「介
護
の
業
務
に
従
事
す
る
者
」

と
、「同
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は

「次
条
第

一
項
」
と
、
「喀
痰
吸
引
等
の
」
と
あ
る
の
は

「喀
痰
吸
引
そ
の
他
の
身

体
上
又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必

要
な
行
為
で
あ
つ
て
、
医
師
の
指
示
の
下
に
行
わ
れ
る
も
の

（厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
附
則
第
八

条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
お
い
て

「喀
痰
吸
引
等
」
と
い
う
。）
の
」
と
す
る
。
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二
燭
樹
犠
琉
腕
一
切
刊
け
報
鶴
蹴
一
醜
騰
印
村
は
課
の
二
第

一
項
及
び
第
四
十
八
条
の
三
第

一
項
の
規
定
は
、
平
成

一
肝
狂
繰

ケ
岬
報
に
対
北
鉾
捌
瑚
↑
鋼
一
昨
罐
晰

‥祉‐
‥士
Ю
嗜

‐録
蛯
授
け
て
い
る
者
及
び
同
日
に
介
護
福
祉
士
と
な
る
資

締一琳市璃靖一功”賓銅「叡略注紛罐
‥福‐祉一一登翻ゎ黎出な執∝．【閣取引叫熱け濁叫「刊脱れ数轟

猪一」鉛お”ｋ”い贅職ｒ漸琳験哺秘＞士‐一一‐介‐酸翻静】湘和コ知窮現噺＼和彰熱燎れヨ号．畔続紐縞

稽
躍
お路
覇
薮
誌
に曜
弯
■
懲
一夕
轟
曇
炉
計
饗
場発
∝鮮
騨
切

級同鉛嵯福祉士法第二条第二項及び第二条‐ヽ
第‐〓引ぃ孵る綱飢醒肺村身鋼嗣識配「崎細行∝姉爛樹

有
す
る
。

２
こ
締
碇
雌
議
嗜
詭
ｒ
坪
戦
嘔

Ｄ十
此
ヽ
「
胡
一
用
い
ち
坪
城
三
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
申
請
を
し
た
場
合

統鐵ド蛹噸詢瑚綻誡い掛めちごｒ
，新一瞼哺囃一一一午護̈静拒れ江肝
二．知疑
コ卿η鋼到編層細ヨ現時

係
略榔
吟
ｔ
堰
る。）及
び
第
四
十
八
条
の
二第
一一
の‐肥
か
と
遷
刷
月
る〓̈

３程
（前知ゆ蝉喘疑れ韓“曖村』
「特議賽購猪誡一マ‥の，〕
‐請‐褐珈一，イ‐厚４嘴禰大臣が指定する研修の課

一数類ほゴ萌
嘔預
敲
略い
て」瑞
定
研修課程」
」
い「山を優
一
け“
眠妃自
わ瞥綺刷中

が
聞
鱚
贄
疏〓請
爾
瑠
電
′る■
ζ
＝
卦
［）目馴
鋼製
証
夢
響
縁
升

護
福
祉
士
登
録
簿
に
指
定
研
修
課
程
を
修
了
し
た
旨
の
付
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５昔諄姓識励教稲凱ｒ獅「
′の‥規碇糀ほ”
‐介確
‐福＝一路無簿
ぃ伽訓れ日膠劉れはヽ
当該申請者に、その

璃跡時議翔
ノ修螺理睦鯵可耗崚嗜「仕記をＬた‥介，護‐橿欄封和鋼蕎
川如卿□群叫てコ一髄創齢鍵証‐こ」数に

う
。）を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
登
録
証
の
交
付
を
受
け
た
特
定
登
録
者
は
、
遅
滞
な
く
、
現
に
交
付
を
受
け
て
い
る
介

護
福
祉
士
登
録
証
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
登
録
者
に
係
る
研
修
そ
の
他
前
各
項
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

）第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す

よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法

（次
条
第
二
項
に
お
い
て

「改
正
後
の

柾
士
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「介
護

介
護
福
祉
士

（介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

法
律
第
七
十
二
号
）
附
則
第
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
登
録
者
で
あ
つ
て
、
同
条

第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
研
修
課
程
を
修
了
し
て
い
な
い
も
の
を
除
く
。）」
と
す
る
（）

第
十
四
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
介
護
の
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
新
社
会
福

祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
行
為

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「特
定
行
為
」
と

い
う
。）を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
終
え
て
い
る
者

（こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
特

定
行
為
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
中
で
あ
り
、
そ
の
修
得
を
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
終

え
た
者
を
含
む
。）
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
行
為
ご
と
に
新
社
会
福
祉
士
及
び
介

護
福
祉
士
法
附
則
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
喀
魔
吸
引
等
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び

技
能
を
有
す
る
旨
の
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
対
し
て
は
、
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
四
条

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、同
条
第

一
項
の
認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
認
定
証
ん

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
四
条
第

一
項
の
認
・

定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
一

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十

一
日
ま
で
の
一

示
の
下
に
、」
と
あ
る
の
は

「医
師
の
指
示
の
下
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
一

を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
二
号
）
附
則
第
十
四
条
第

一
項
の
規
｛

ご
と
に
当
該
認
定
に
係
る
」
と
、
「喀
痰
吸
引
等
」
と
い
う
。）
の
う
ち
当
該
認
定
特
定
行
ニ

次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
課
程
に
応
じ
て
一
と
あ
る
の
は

「喀
痰
吸
引
等
」と
い
う
。）
の
う
ち
」

と
し
、
同
年
四
月
一
日
以
後
は
、
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
十
条
第

一
項
中

「医
師
の
指

示
の
下
に
、」と
あ
る
の
は

「医
師
の
指
示
の
下
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
二
号
）
附
則
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
者

ご
と
に
当
該
認
定
に
照
る
」
と
、「喀
痰
吸
引
等
の
う
ち
当
該
認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
が
修
了
し
た
次
条
第
二
項

に
規
定
す
る
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
課
程
に
応
じ
て
」
と
あ
る
の
は

「喀
痰
吸
引
等
の
う
ち
」
と
す
る
。

４
　
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
そ
の
他
前
各
項
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
十
五
条
　
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
四
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第

一
項
の
登
録
並
び
に
前
条
第

一
項
の
認
定
の
手
続
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
　
附
則
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
附
則
第
五
条
第
二
項
の

規
定
に
違
反
し
た
者
は
、　
一年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（健
康
保
険
法
の

一
部
改
正
）

第
十
七
条
　
健
康
保
険
法

（大
正
十

一
年
法
律
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
八
条
第

一
項
中

「第
八
条
第
二
十
五
項
」
を

「第
八
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
第
二
項
中

「指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

（訪
間
看
護
事
業
を
行
う
者
」
を

「指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者

（訪
間
看
護
事
業
を
行
う
者
の
う
ち
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に

いけ『神一詢
一

（行定にい軸議「一
一時
裁̈「

の令一呻
‐こ定本

数
初期
鞍
は証
娑姉
織制
酬
嗜
罐岬
け鋼解
摯焙畔
辞

；に

「の
う
ち
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す

る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中

「指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
の
取
消
し
若
し
く
は
効
力
の
停
止
」
の

下
に

「、
同
法
第
七
十
八
条
の
十

（同
法
第
七
十
八
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

¨̈
］舞一」

（二る疇攀『一時疇］中“中時警響舞̈
琳雛っ卿料」鋳」Ⅸ漁勧勧詢辟紐嘱れＸ雛
・同曝

”合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
指
定
の
失
効
」
を
加
え
る
。

第
九
十
八
条
第

一
項
中

「第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
二
号
及
び
」
を

「同
号
及
び
」
に
、
「、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
」
を

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（同
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項

に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）
、
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

に
係
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（同
法
第
八
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
同
号
及
び

第
百
三
十
五
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
、施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」に
、
「指

定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
第
百
二
十
九
条
第
二
項
第
二
号
」
を

「指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
同
号
一に
、

「第
八
条
第
二
十
三
項
」
を

「第
八
条
第
二
十
五
項
」
に
、
「第
百
二
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）若
し

く
は
」
を

「同
号
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
二
号
中

「、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

（」
を

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
支
給

（そ
の
支
給
の
う
ち
療
養
に
相
当
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。以
下
こ
の
号
、

第
百
三
十
五
条
第
四
項
及
び
第
百
四
十
五
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給

（そ
の
支
給
の
う
ち
療
養
に
相
当
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
こ
の
号
、
第
百
三
十
五
条
第
四
項
及
び
第
百
四
十
五
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給

（」
に
改
め
、
「支
給
、
特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
」
の
下
に

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
、
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
」
を
加
え
る
。
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嚇
輛
装
岬
悔
録
鳩
卜
覇
神
義
疇
瑚
嗜
咤
紛
環
け
「
だ
ス
墳
」
の
下
に

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
例

脚物輔錆理け爆け「ぼ」積」ン珈，一〓喘血繊け
…‐…一だ「ど
「‐‐ヽ．地珈魏翻晦製町嘲利和口傷暉一研［

嘲
「当ヽ
』婦Ｈ賓」ド鋤曜り「ビ稼片江激，一‐肝嗅常一財軸
，特伽駒割焼譲”日餃“解は承制竃呻磁

に』Ｆ『団崎諾理↓轟封「
′ビ漱曖
・の崚附」壽棚一瑯劉着コ聾介．劃刻時出対調錆如紐「辱腋薇観［

纂
鐸
罐
誠
距
獅
噌襲
鳴瑠
■
乳
ま
罰
鉗
給軽
靖
「♪緻
勤
糎
軒
‐

ビヽ稼
曖
詢
崚喘
ｒ喘
嘲
地
噸
嗜
着
型
介
護
サ‐トビッ〃争
鋸摯給
「な購
潤
“̈

（船
員
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条
　
船
員
保
険
法

（昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一日
ｆ
、
卜
」

一
」
ヽ
野
７

一
暉
１
・１

　

１
ヽ
　

一‥

ｒ
●
，

議凱時に等梯
す棗紳出げ劫理鉛耀勁＝一“ｉ」７ギヽ『出珈毎静」”論『同］蔵費に係る指定地域

躍
諄
聾
厚
鮪
鐸
刊姓
婚
一一輝
一
ぼｗ
繁
乱
卸
撰
夕
割
興
鍵
は型
准
肺
刷

耀
罐
覇
靖
硝
勁薔
一■
ガ
嚢
賽
愈
軽
辞
鮮
鋤

け「だ
「ス誡いお韓靖」蒸靴て「れ庄
，相増す‐″サト」ルＬ腰割伊記髪Ｆ鯛ガ削「耐報卿晟刹卿理機コ

項
」
を

「第
八
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第鋭
計
畔
韓
躍
酬
・一駐
糞
舞
舞
録
一万経
型
略
ず
装
手
亀

七
の
二
　
介
護
保
険
に
関
す
る
事
務

（地
域
保
健
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条
　
地
域
保
健
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）

第
五
条
第
二
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
」
を

（生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
　
，

「第
百
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
一
一計

卜 一
群

醍
珪
瑞
報
環
議

・（鍔
踊
に
け
嘔
許
磁
律
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

講研饂珠詢」講に噸紳
一綱選疇針電噸一に
「側≡細「Ｆ和‐こ．酔載抱御れ射齢則可脚賊Ｆ応型訪間

勧
時
環
一」親
請
犠
誌
」
「同路
■
β
型
Ｗ
乱
歳
町
躍
則
鋼
智
叫
劉
副
錦

賊
♂
担
認
評
は
Ｆ
蓑
理
■
浩
■
逗
ざ
細
騨
般
墓
ず
附籍
デ
理
［

明
詢
嘲
靖
鐸
鏑
硬
堰
■
一
こ
争
軍
留
鯰
舞
・再
コ
財
し
≫
麗
鮮
」税
鱒

稼計職勧桟Ｆ「繰薔麹諏紳・「増Ｍ課一三計眠一を
「萌一ん知劉彰世．一．財一．］熟則鋼細〓慟時興卸η眠

喉博」計漱鞭一凱、「開孫増注計嘔噸工一‥「一Ｆ第二＝七ノ難「に好め．「財熱第一赫場暢
「三籍脚悔武経［

四
十
五
第

一
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十
六
第

一
項
」
に
改
め
る
。
　
ぁ
と
　
同
条
第
六
項
中

第
十
九
条
第
三
項
中

「第
八
条
第
二
十
四
項
」
を

「第
八
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
る
（）

導
た
時
卜
壕
萌
卸
噸
坤

。
第
八
条
第
二
十
項
」
を

「第
八
条
第
二
十

「
印
」
［
判
闊
数

第
二
十
五
項
」
を

「同
条

第
二
十
七
項
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
被
保
護
者
に
対
す
る
保
護
の
実
施
機
関
の
特
例
）

・５を鵜証針枷際的に晦〓瀬”
ノ規賞訛】「サ
，保‐駿常…―こサ期贅紳焼調剤嚇型齢劃綸護に限る。以下同じ。）

嘘崎爆聘執崎Ⅶ鋤鍛‐ヽこ睦臨軋資靖つて，‐る′力争出、十該り角議利用福′御麟詢湘熱刑識員の商郊け員

岬刺醐靴賭製鉛犠蛯臥臨轍磁環陸議
′っ一場…合‥一珈や一」「翡諸被ノ脳調詢嘲競句御綺辞放嚇初当‐こ漱

鋤鋼こ密靖型∽環硫臥瑚靴二施鍛逮報競配イ‐委‥一出一御γ御い社麟闘司観∝れけ脚」「鶴翻利後璃錦

賞暗証おい
Ｘ裁Ｆ晴Ю堵ｔ係掲
‐委ｉ揃
の居住地
又ぽ肝櫨枷
じ封”て許枷薇鵠叫Ｈ数科一

い性
活
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

纂
甚
貯
動
時
議
職
誌
“
器
み
春
凛
疇

我
〓
塑
漂
覇
」
∵
ゴ
華
翼
２

第

一
項
の
指
定
の
手
続
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

纂

粧

野

製

鐸

曝
謙

瑠

錯

琢

罐

洋

瑾

環

護
法
蜜

主

秀

署

鏡

事

亀

碁

晴製け環曖ｎ鏑秘姉晴訛
Ｄ施崎「ツ
ト後ＦＩこ一‥っいヽ
つｔ新‥鍋和偽議湘雛計十一疇鋼製コ雛瑚噺明旗制同期

”確「して介護扶助が行われている新生活保護法‐第‐た彙籍「職［鵬震一神鶴鰤証構に卸】可稜醜脱

す
る
。

（地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条
　
地
方
税
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

育

〓

卜

三

鮭

≫

野

ヨ

“
ヨ

Ｊ

Ｉ

卜

，

‘

，―

瑚蹴廿狂
「条詢翔躊五一噸琳嘲督０軌報可萌〓一
，四十一条〓籍コ項．孵，れぃ」輌
「‐‐範醐「醜条の四十五

第

一
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十
六
第

一
項
」
に
改
め
る
。

糊
臨
覇
親
計
駄
珠
鳴
」
類
瑚
拓
鶏
的
に
呻

一萌
訊

‥条‐
一
二
十
五
項
」
を

「第
八
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
る
。

博批噸卜曝
「の注計
刊導鍾噸疇「聘呻
「隣
八≡

‐第ｉ一一
一項‥］ゎ
一鋼
ル無舞
三十「倒動」は刺興〕

専針鴎
Юは紳」躊調叶ほ繰
Ю切叶嘔一，一一」′をｉ́
「第計一卸雑
四̈̈協対舞弓駐「日如けれ̈

（銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
改
正
）

霊
脱
讐
醐
調
輔
籍
靖
町
を（酬
軒
は罐
鐸
霙
一の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第

一
項
第
三
号
中

「第
八
条
第
十
六
項
一
を‥
｝
第

．Ｆ
知
ぃ
コ
一′
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

を

「覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中

「禁
鋼
一
を

「禁
錮
」
に
改
め
る
。

（国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

（昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
九
条
第

一
項
中

「、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（」
を

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（同
法
の
規
定

に
よ
る
当
該
給
付
の
う
ち
療
養
に
相
当
す
る
同
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
七
条
の
五
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
特
例
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
費

（同
法
の
規
定
に
よ
る
当
該
給
付
の
う
ち
療
養
に
相
当
す
る
同
法
第
八
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
七
条
の
五
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
じ
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（」
に
、「第
八
条
第
二
十
三
項
」
を

「第
八
条
第
二
十
五
項
」に
、

「が
介
護
保
険
法
」
を

「が
同
法
」
に
、「施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
若
し
く
は
」
を
「地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「特
例
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
下
に

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
加
え

２
つ

。

第
八
十
七
条
の
五
第

一
項
中

「特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
一
の
下
に

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特

例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
加
え
る
。

（国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条
　
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
第

一
項
中

「、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
を

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（同
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。）
（療
養
に

相
当
す
る
も
の
に
限
る
。）、
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

（同
法
第
八
条
第

十
四
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。）若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス

（こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
の
う
ち
療
養
に
相
当
す
る
も
の
に
限
る
。）、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
に
、
「第
八
条
第
二
十
三
項
」
を

「第
八
条

第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
六
条
の
二
第

一
項
第
六
号
中

「特
定
施
設
」
の
下
に
尺
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
有

料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
つ
て
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五

条
第

一
項
の
登
録
を
受
け
た
高
齢
者
向
け
の
賃
貸
住
宅
で
あ
る
も
の

（介
護
保
険
法
第
八
条
第
十

一
項
に
規
定
す
る

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
に
係
る
同
法
第
四
十

一
条
第

一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い
な

い
も
の
に
限
る
。）
を
除
く
。）」
を
加
え
、「同
条
第
二
十
二
項
」
を

「同
法
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

「覚
せ
い
剤
」

同
項
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附
測
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

第
五
条
の
二
　
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

（介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
入
所
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に

入
所
を
し
た
際
他
の
市
町
村

（当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。）
の

区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
一
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
入
所
定
員
の
減
少
に

よ
り
同
法
第
八
条
第
二
十

一
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

（同
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
に
係
る
同
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指

定
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」と
い
う
ｏ）

と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
継
続
し
て
入
所
を
し
て
い
る
間

は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
。た
だ
し
、

変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
と
な
つ
た
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「変
更

前
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
ｏ）を
含
む
二
以
上
の
病
院
等

（第
百
十
六
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
病
院
等

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
継
続
し
て
入
院
、
入
所
又
は
入
居

（以
一

等
」
と
い
う
ｏ）
を
し
て
い
た
被
保
険
者

（当
該
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
一

て
い
る
者
に
限
る
。）
で
あ
つ
て
、
当
該
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
を
す
る
一

病
院
等

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「直
前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
ｏ）及
び
変
更
前
介
箋

れ
に
入
院
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等
及
び
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
執

場
所
に
順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（次
項
に
お
い
て
「特
定
継
続
入

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

Ⅸ保
険
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

「が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
。

可を
し
て
い
た
二
以
上
の
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
院
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

一場
所
に
順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
当
該
二
以
上
の
病

）病
院
等
■
入
院
等
を
し
た
際
他
の
市
町
村

（変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市

中を
い
う
。）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
　
当
該
他
の
市
町
村

「を
し
て
い
た
二
以
上
の
病
院
等
の
う
ち

一
の
病
院
等
か
ら
継
続
し
て
他
の
病
院
等
に
入
院

一下
こ
の
号
に
お
い
て

「継
続
入
院
等
」
と
い
う
ｏ）
に
よ
り
当
該

一
の
病
院
等
の
所
在
す
る

ら
当
該
他
の
病
院
等
の
所
在
す
る
場
所
へ
の
住
所
の
変
更

（以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「特

う
。）
を
行
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
最
後
に
行
つ
た
特
定
住
所
変
更
に

係
る
継
続
入
院
等
の
際
他
の
市
町
村

（変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い

う
。）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
　
当
該
他
の
市
町
村

３
　
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
病
院

等
と
み
な
し
て
、
第
百
十
六
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
八
条
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ

法
第
百
十
六
条
の
二
第

一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
特
定
施
設

（前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

下

「新
国
保
法
」
と
い
う
ｏ）第
百
十
六
条
の
二
第

一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
特
定
施
設
に

入
居
を
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

第
二
十
九
条
　
新
国
保
法
附
則
第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
変
更
・

祉
施
設
に
施
行
日
以
後
に
な
っ
た
も
の
に
入
所
を
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
一

前
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
変
更
前
介
護
者
人
福
祉
施
一

を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
限
る
。）
で
あ
つ
て
、
当
該
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
一

変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
一

も
の
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
。

（道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
）

第
」”
躊
朴
「条道
軸
』
い
「
」
］
動
一
「
「五
舞
燎
無
鶴
情
相
孵
一
わ
す郷
磁
勧
¨
量
「
は
轍
妊
け
』
ぽ
第
二
号
中
「覚
せ

第
九
十
七
条
の
二
第

一
項
第
三
号
イ
中

「第
八
条
第
十
六
項
一
を

「第
五
条
の
二
一

（地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

（昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

２
一

。

第
六
十

一
条
第

一
項
中

「、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（」
を

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（同
法
の
規
定

に
よ
る
当
該
給
付
の
う
ち
療
養
に
相
当
す
る
同
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
九
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
費

（同
法
の
規
定
に
よ
る
当
該
給
付
の
う
ち
療
養
に
相
当
す
る
同
法
第
八
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
九
十
六
条
第

一
項
に
お

い
て
同
じ
。）、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
喪

（」
に
、「第
八
条
第
二
十
三
項
」
を

「第
八
条
第
二
十
五
項
」
に
、
「が
介
護

保
険
法
」
を

「が
同
法
」
に
、「施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
若
し
く
は
」
を

「地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
例
地

域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
若
し
く
は
一
に
改
め
、同
条
第
二
項
中
「特
例
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
」
の
下
に

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
加
え
る
。

第
九
十
六
条
第

一
項
及
び
第
百
四
十
四
条
の
三
第
二
項
の
表
第
九
十
六
条
第

一
項
の
項
中

「特
例
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
」
の
下
に

「、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
加
え
る
。

（印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

好］一「紅初「嘲舞一枷̈び「四舞〓一』時囀牲一」舞一̈
一軸織】̈彗̈「］師け一智赫蝦岡」「ιこ第

（登
録
免
許
税
法
等
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条
　
次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中

「第
八
条
第
二
十
五
項
」
を

「第
八
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
る
。

一　
登
録
免
許
税
法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
別
表
第
三
の
二
十
四
の
項
の
第
二
欄
の
第
二
号

一
一　
地
価
税
法

（平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
別
表
第

一
第
五
号

〓
一　
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（平
成
四
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項

（高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条
　
一局
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
第

一
項
中

「第
百
十
五
条
の
四
十
四
第

一
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十
五
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第

一
項
第
五
号
中

「特
定
施
設
」
の
下
に
沢
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
有
料
老

人
ホ
ー
ム
で
あ
つ
て
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
条
第

一
項
の
登
録
を
受
け
た
高
齢
者
向
け
の
賃
貸
住
宅
で
あ
る
も
の

（介
護
保
険
法
第
八
条
第
十

一
項
に
規
定
す
る
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
に
係
る
同
法
第
四
十

一
条
第

一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
も

の
に
限
る
。）を
除
く
。）
」
を
加
え
、
「同
条
第
二
十
二
項
一
を

「同
法
第
八
条
第
二
十
四
項
一
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
中

「第
八
条
第
二
十
二
項
」
を

「第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
条
の
六
を
附
則
第
十
三
条
の
七
と
し
、
附
則
第
十
三
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

第
十
三
条
の
六
　
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

（介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
老

人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
入
所
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
介
護
者
人
福
祉
施

設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

に
入
所
を
し
た
際
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
以
外
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
い
う
。）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
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も
の
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
入
所
定
員
の
減
少
に
よ
り
同
法
第
八
条
第
二
十

一
項
に
規
定
す
る
地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

（同
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
事
業

を
行
う
事
業
所
に
係
る
同
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て

「変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
ｏ）と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
変
更
後

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
継
続
し
て
入
所
を
し
て
い
る
間
は
、
第
五
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
変
更
後
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
と
な
つ
た
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「変
更
前
介
護
者
人
福

祉
施
設
」
と
い
う
ｏ）を
含
む
二
以
上
の
病
院
等

（第
五
十
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
病
院
等
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
継
続
し
て
入
院
、
入
所
又
は
入
居

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「入
院
等
」
と
い
う
。）を
し

て
い
た
被
保
険
者

（当
該
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
継
続
し
て
入
所
を
し
て
い
る
者
に
限
る
。）

で
ぁ
っ
て
、
当
該
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
を
す
る
直
前
に
入
院
等
を
し
て
い
た
病
院
等

（以
下
こ
の

項
に
お
い
て

「直
前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。）及
び
変
更
前
介
護
者
人
福
祉
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
院
等
を
す
る

こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等
及
び
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所
を

変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（次
項
に
お
い
て

「特
定
継
続
入
院
等
被
保
険
者
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
こ
・

の
限
り
で
な
い
。

り
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
第
五
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

医
療
広
域
連
合
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
す
る
。

ｒ
た
二
以
上
の
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
院
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

順次
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
当
該
二
以
上
の
病

』入
院
等
を
し
た
際
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（変
更
前
介
護
老
人
福
祉

「医
療
広
域
連
合
以
外
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
い
う
。）
の
区
域
内
に
住

”る
も
の
　
当
該
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

たヽ
二
以
上
の
病
院
等
の
う
ち

一
の
病
院
等
か
ら
継
続
し
て
他
の
病
院
等
に
入
院

Ｊに
お
い
て

「継
続
入
院
等
」
と
い
う
。）
に
よ
り
当
該

一
の
病
院
等
の
所
在
す
る

場
所
以
外
の
場
所
か
ら
当
該
他
の
病
院
等
の
所
在
す
る
場
所
へ
の
住
所
の
変
更

（以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「特

定
住
所
変
更
」
と
い
う
ｏ）
を
行
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
最
後
に
行
つ
た
特
定
住
所
変
更
に

係
る
継
続
入
院
等
の
際
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
以
外
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
い
う
。）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め

ら
れ
る
も
の
　
当
該
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

３
　
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
変
更
後
地
一

等
と
み
な
し
て
、
第
五
十
五
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
五
条
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
一

の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五
十
五
条
第

一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
特
定
施
設

（一

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

（以
下

「新
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
（

る
特
定
施
設
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
に
入
居
を
し
て
い
る
後
期
高
齢
者
〓

従
前
の
例
に
よ
る
。

．駐針議毎人醐鶴齢辞は騰御蹴駐劉硼魏叶た峰のはわ醐教囃一嘲繰鶴期一詢鞣翻賊府喝健距麟制
（域開購脚

（第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
の
一

部
改
正
）

第
二
十
七
条
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保

険
法

（以
下

「平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
）

第
二
十
四
条
の
三
　
都
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
一
部
を
、
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件

に
該
当
し
、
当
該
事
務
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
指
定

す
る
も
の

（以
下

「指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
」
と
い
う
。）
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　
第
二
十
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務

（こ
れ
ら
の
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
質
問
の
対
象

と
な
る
者
の
選
定
に
係
る
も
の
並
び
に
当
該
命
令
を
除
く
。）

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務

２
　
指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
し

に
、
当
該
委
託
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
満
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
の
役
員
又
は
職
員
で
、
当
該
委
託
事
務
に
従
事
す
る
も
の
は
、
刑
法
そ
の
他
の

罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
す
。

４
　
都
道
府
県
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
事
務
を
委
託
し
た
と
き
は
、厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
て
行
う
同
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
質
問
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
七
十
条
第
二
項
第
五
号
の
三
中

「社
会
保
険
各
法
」
の
下
に

「又
は
労
働
保
験
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る

法
律

（昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
と
を
加
え
、「第
百
七
条
第
三
項
第
四
号
の
二
」
を

「第
百
七
条
第
三
項
第

四
号
の
三
」
に
改
め
る
。

第
百
七
条
第
三
項
中
第
四
号
の
二
を
第
四
号
の
三
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二
　
当
該
療
養
病
床
病
院
等
の
開
設
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に

よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ

る
と
き
。

第
百
七
条
第
四
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
」
を

「第
百
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
第

一
項
第

一
号
中

「、
第
四
号
」
を

「か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
一
に
、
「第
四
号
の
二
一
を

「第
四
号

の
三
一
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
後
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
報
告
の
内
容
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
報
告
を
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
調

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
四
項
中

「第
二
項
」
を

「前
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
六
第

一
項
中

「前
条
第
二
項
」
を

「前
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
二
第
三
項
中

「第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
三
項
及
び
」
を
削
る
。

第
六
章
中
第
百
十
五
条
の
四
十
七
を
第
百
十
五
条
の
四
十
八
と
し
、
第
百
十
五
条
の
四
十
四
か
ら
第
百
十
五
条
の

四
十
六
ま
で
を

一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
章
第
十
節
中
第
百
十
五
条
の
四
十
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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I盛 23年 6月 22日  水 曜日 官 (号外第 1 3 1号 )
報
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い螂
鑓

‥府
‐県
知
導
に
よ
る
情
報
の
公
表
の
推
進
）

一頌叶喝曝ηⅧ計硼当郷贈師操晰猿枷「』騰サ川ばス，を悧明しい又は利用しようとする要介護者等

椰翻殉いわ相‐こ滑れ発機銃賊級鋼一図睦批蹴いるヽ激揮″闘脚一墳おれ岬朔■燿部た門』理噺曝賠鉾

ひ鳴り和證数詭確諄け絡耽凛堵証概“拗鳴＝、”翻鵬「日劇れ儲鞠は諸判す「暉岬相に転鉤観級部

策噸牲ツ鋤轄稀贅城動渇』詢り壊調を
‥希‘「刷ｔ角蕎ガト自ん釧新れ鳩型橿螺盤致残郡紫凝憮協‐こっ

Ю
Ｉし、
て

だ

… 公

崚

Й

看

う

よ

う

配

慮

す
‐

ヶ

む

６

ど

翼

お

。、ィ
プ
言

．

―

ヒ

ジ
ヨ

勇

罐

力

を

搬

夕

を

受

け

た

当

該

情

報

に

動
断
叶
靴

‐こ条
鶏
に
鋼
尋
卜
鳴
紳
【
粒
ゴ
ｔ
ね
渤
一
饉
糧
つ
唯

‘
保

‥の
上

‐め
０
方
策
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中

「地

到課
雲
霙
誇
請
唱
職戴
Ｈ■
颯
駐“Ⅷ
ζ
留
鐸
魏
鐵
鶴
購
犠
牌軌

「
い陽鰹
輩
嘉
認
猛
靴
沢緻
冊瑠
出
嚢
庸
翻
郷
零
躍
鵜
配
に製
講

和社賄い改歌講に販略
ノ号一粥銭治瑯議枷確「稚駆十駆製胡」榊能滞Ч岡副を一闘細跡加嘲醐聯導畔細

博駄獅暖「誅講級噸載礼ｒ詢師悌導‐項‐
ノ中‐「ヽィ熙轟鵬湘Ｈ力‐「、一様欄路は赫制「け轄鍔助晦砒れ眠知録

社
額
一
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第…
左
夏
ど
し‐
ヽ
配
知
鋼
ヨ
財
覆
同

．条
期
噛
ら
れ
噺
Ⅵ
賠

項‐こ
剣
刻
に
姉
叫
裁
卿
桟
臓

え
る
。

器ｎ『鴨臨珊
寧
弩
Ｌ舞
編
彙
電
わ

項
を
加
え
る
。

３定姉神綺”察朔神彗蝶蜀知統「ぃては、前項各号に掲げる事項のほか、次に掲げる事項について

一　
前
項
第

一
号
の
必
要
利
用
定
員
総
数
そ
の
他
の
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
量
の
確
保

の
た
め
の
方
策

二
策

各
年
度
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
及
び
地
域
支
援
事
業
の
見
込
量
の
確
保
の
た
め
の
方

策
〓
一　
一結
睡
覇
靴
け
劃
駐

蹴
的
導

Ｉ 業
Ｆ
喘
碇
鋤
覇
嗜

＞着
理

，サ
「
ゼ
Ⅸ
つ
博
撲

又
は
指
定
居
宅
介
護
支
援

の
事
業
を
行

あ賠鋪垣躙り鍵雛詢雑螺に増サ％
＞事‐業名
，胞
，
，介和離御等爆射九＝晰対川解調綴向に膠饗餞噺

に
暇
橘
ぜ
勤
綱
硝
竜
提
嗅
を
図
る
た
め
ら
事
業．‥こ‘翻
す‘税
義
弼

四援幡数新委静勁討旧蜃鞍り轄瞭」鰤誌班勁硼着咄蹂葡抒紡＞サ「ゼはつ導僕又は指定介護予防支

鱈̈錢蛯晰̈
暗鋼垣珊り疑唯詢陥猟ヒ脚鵬；観光臨０側，介譲統伽黎鳩舞九叫晰莉規胃卿綴

封敗係るものに限る。）の綱朝な‐提件及′酬期密好嬢義難
い馴瀞樹期競掛曝神商射釧蒙難」購刻辞

事
項

五
　
認
知
症
で
あ
る
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
に
関
す
る
事
項
、
医
療
と
の
連
携

に
関
す
る
事
項
、
高
齢
者
の
居
住
に
係
る
施
策
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け

る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
項

第
百
十
八
条
第
二
項
中

「次
に
掲
げ
る
事
項
」
を

「当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
区
域
ご
と
に
当
該
区
域
に
お
け
る

各
年
度
の
介
護
専
用
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
、
介
護
保
険
施
設
の
種
類
ご
と
の
必
要
入
所
定

員
総
数

（指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
療
養
病
床
等
に
係
る
必

腰
な
晰
雑
劉
協
懃
ド
暖
η
躙
知
綺
理
鶏
軸

「
等

細
醜
耐
則
震
慇
詢
機
動
翔
継
酵
」
鍼
秘
け
、「略

鵡
粍
綱
叫
Ｆ
銅
喉
舞
録

確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
居
住
安
定
確
保
計
画
」
を
加
え
↓
又
は
福
祉
」
を

「、
福

祉
又
は
居
住
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

「前
項

各
号
」
を

「第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
及
び
前
項
各
号
」
に
、「同
項
第

一
号
」
を

「第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一　
介
護
保
険
施
設
そ
の
他
の
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
施
設
に
お
け
る
生
活
環
境
の

「

一

善
を
図
る
た
め
の
事
業
に
関
す
る
事
項

一
一　
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
に
関
す
る
事
項

〓
一　
介
護
支
援
専
門
員
そ
の
他
の
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
支
援
事
業
に
従
事
す
る
者
の
確
保
又
は

資
質
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
関
す
る
事
項

四
　
介
護
保
険
施
設
相
互
間
の
連
携
の
確
保
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提

供
を
図
る
た
め
の
事
業
に
関
す
る
事
項

第
二
百
三
条
の
四
を
第
二
百
三
条
の
五
と
し
、
第
二
百
三
条
の
三
を
第
二
百
三
条
の
四
と
し
、
第
二
百
三
条
の
二

を
第
二
百
三
条
の
三
と
し
、
第
二
百
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（大
都
市
等
の
特
例
）

第
二
百
三
条
の
二
　
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地

方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
の
指
定
都
市

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「指
定
都
市
」
と
い
う
。）及

び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第

一
項
の
中
核
市

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「中
核
市
」
と
い
う
。）
に
お
い

て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市

（以
下

「指
定
都
市
等
一
と
い
う
。）が
処
理
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
等
に
関
す
る

規
定
と
し
て
、
指
定
都
市
等
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

叶囀」“軸一嗜一中］め（「粋」＝珈絲̈
」博柱劉計卿「狂「、

第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
」

「第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
五
項

第
二
百
八
条
中

「質
問
」
の
下
に

「若
し
く
は
第
二
十
四
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
指
定
都

道
府
県
事
務
受
託
法
人
の
職
員
の
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
」
を
加
え
る
。

第
二
百
十
三
条
第

一
項
中

「質
問
」
の
下
に

「若
し
く
は
第
二
十
四
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け

た
指
定
都
道
府
県
事
務
受
託
法
人
の
職
員
の
第
二
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
」
を
加
え
る
。

（平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
八
条
　
一副
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法

（以
下

「改
正
後
の
平
成
十
八
年
旧
介
護

保
険
法
」
と
い
う
。）第
百
七
条
第
三
項

（改
正
後
の
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
七
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
第
百
十
四
条
第

一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に

よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら

れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
九
条
　
改
正
後
の
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
受
け
た
労
働
保
険

の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
保
険
料
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（介
護
保
険
法
施
行
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条
　
介
護
保
険
法
施
行
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第

一
項
中

「第
八
条
第
二
十
二
項
」
を

「第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

（独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
の
「
部
改
正
）

第
四
十

一
条
　
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法

（平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第

一
項
第
十
三
号
中

「第
二
十
条
」
を

「第
七
条
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
及
び
附
則
第
十
二
条
第
三
項
中

「第
二
十
条
第

一
号
」
を

「第
七
条
第

一
号
一
に
改
め
る
。

（構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条
　
構
造
改
革
特
別
区
域
法

（平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第

一
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
一
を

「第
百
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条
　
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
十
六
条
中
尺
次
条
に
お
い
て

「新
老
人
福
祉
法
」
と
い
う
。）」
を
削
る
。

を
加
え
、
「第
百

（第
百
十
五
条
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頂
剛
針
級
珠
購
卜

「項
議
卜
調
帥

二「疇
覇
計
嘔
珠

「の
躙
計
通
萌
一
預

・」
た

「第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
二
項
」
に
改

動Ｆ卸繰獲」議紳』琳臥嗅導
「二汁薔一に錢＞「‘珈一粛鵬〓巾廿熙」．け雌蝙Ｉ鵬知和封嚇鶏三詢韓
「‐こ靭

軒
幅
踏
騨
轟
一・靖

「馨
路
串
凛
乱
詢
瀧
ｉ
「
響
判
則
沐
酵
麗
可
講
黙
秘

五挨
崎
細
一
通
‐第ヒ
碩一
睦
［悌
百ャ
一条．∝
鵬「
和第̈
動郵宝
［び
れ
祝̈

椰制鵠卜喉丑就れ縮帥」敦詢一け」晰瑚ヶ規ラ爆」「一鰺瀾詢慟ほ定める」を
「附則第十五条の規定

は螺
辞
鍛
耀
降
嗜
■
，年．「劉
，
事
准
瓶
釘
駆
性
が
輔
鯖
要

鮒
則
第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
■
み
る‥
∝

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

を

「第
百
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
麹
針
肌
鋒

こ
，よ施

Ⅵ
輔
赫
哺
臨
靖
Ю
瑶
邁
め
鞍
碇
灘
一
に

…関
‐す
嗜
法
鵞
奪
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
前
で

喝鶏
総
辞
纂
魏
翰
詠
導
「
瑠
響
出
案
潔
騨
黎
起
劉鸞
則
轟
癬

解
雲
畝
姉
縫
薙
織
講
師
呻
鋼
轟
漁
棚
棚
並
朋
躍
哩
鶴
暦
渕
解
悔
謂
製
嗜

暉
詢鞍数難報〓響
発紺
輩釧＞条′・第…覇ｔ枷≡
亀
尉
夢
監
謹
髭
要
醜
朝

第憂
護
眸講」粁漱調野諄菫淑
】＞第．‐一ョＷ瀑
篭

師計曝
一冊劉鱒翻叶↑線詢班費り・施‐一０一枷響鵬力畿ｔネルギーの開発及び導入の促造に関する法

峰疇勧卜瑯貶諏鉦封発嗜坤薫坪蒻」半「「こ法，名珈「喘‐号こ一ノａ伽御“醐溺可利機嚇飩嘲囃計蜘鷲‰雛

軒幅條
二第卜
噸増
叶」需
片
２
み
な
らにキ第．十
覇知割
一升孵
↓
コ罰「
詢舞
柿「
ま́
そ場雀
には

（罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
四
条
　
削
除

（総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条
　
総
合
特
別
区
域
法

（平
成
二
十
三
年
法
律
第

第
四
十
八
条
第

一
項
中

「第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
」

（調
整
規
定
）

第嘔対す一孫罰販̈
醜牌‐こ（珊呵鶴↑秩魏お・鶴れ鳴孵』瑚破牡ぁっては、

Ⅵ
剛
籍
肝

二．七
縣
崎

す
籟
紳
」
晰
蛯
秋
臨
班
琺
疇
針
翔
繰
Ю
咽
一　

‐を
‐
「蛯
秋
福
祉
法
第
十
四
条
の
四
第
二
項
」
に
改

♂
雲
的に噸紳上「で
輪
雅嚢
銭淵
乱
毒欄「を略老．遷鷲
誦肇
親
蒻
抑國
距
≒

輪
罐
睾
錦
諄
希
磯
繭
鷹
税
留
軒
康
厨
配
叫六
詢
一

哺
廿
雲
嘉
縛
熊
鵠
一
凛
薯
留
勲
馬
厨
副
簑
嘲
野
る一醐

（正｝肇
七鍾
黛
百

二
叶
咽

‐号
ヽ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
“
口
，
るで
」

斐

峰

嘔
畷

一
輩

出
讀

轟

〓

√

茫

窮
嗅
透

千

預

拒

嵩

秀

千

四
項
を

周

聴
碁
は
Ｔ
襲
銅鈴
凝
妊
Л
経
坤
耐響
講
鶏
型
暉
響
壼
雑
踊
仁
執
♂
群
鵜

術
号
五
条
の
四
十
六
第

一
■
」
に
な
ヶ
一
“計

苺
第

．郵
髪
軽
．「一同Ｔ

細
劉
計
れ

一．嘱
「
猜
摘
疇
拉
和
封
悩
瑚

項 一
「
」
始
崎

二
博
村
に
壕

―こ第
モ
彊
評
出
導
臥
珠
靭
ｔ
叶

「項
け
盪
」
一
嗅
燥
萌
二
十

ｒ
項
」
に
、
「同
条
第
二
十
四
項
」
を

「同
条
第

豪
蒻
駐
編
矮
野
Ｉ
〓
静
禦
刊
疑
語
‰
彼

一麟犠
課
険漱級
硲滝
玖哺Ⅷ
琺
，
」＝
Й引
醸贅
在浄律〓ぃ
一部‐‐崚
口一

第
和
奸
獄
轟

う
‥こ介
蟻
聯
攣
錢
吸
び‐
老‐
人‐
福
袖̈
浄
∝
．「

紳
れ
崚
蘇
如
る一湘
枕

（コ
警

成
二
十
年
法
律
第
四
十
二
号
）

第
十

一
条
第

一
項
中

「第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中

「第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
」
を

「第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条
　
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

硼
細
瑚
疑
課
坤
≒
噺
珊
環
螺

「険
理
け
を
」
扮
罐

＞保
戦
法
一
ｔ
、「第
五
項
第

一
号
の
三
」
を
「第
六
項
第

一

↓
」
疇
旺
頭
謗
‥一場
℃
‥三上
を
「第‐配
項‘第
一護
剣
到「
け
如
め『“
¨

語
設
議請
嘲譜
頑
協
＝珊胤
離
路
懺
辟
黒
墓
霧
爺
整
）

第
］
叶
砒
蝶

る
疎
日
本
大
震
災
に
対‐
処４
す‘
引
網
枷
剣
駒
朋
剣
腕
政
剤
珈
鷺
碑
珈
歳
嘲
酵
如

る一
翻
御
叫
一

部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為

の

一
部

号
２

き

（政
令
へ
の
委
任
）

麟
雙
夢
％
硼
謂
観
舷
鶴
確
か
、こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置

内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣

財
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

経
済
産
業
大
臣

（罰
則
に
関
す
る
経

菅
　
　
直
人

片
山
　
善
博

野
田
　
佳
彦

高
木
　
義
明

細
川
　
律
夫

海
江
田
万
里


